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「境港市人権ふれあいフェスティバル」で「境港市人権ふれあいフェスティバル」で
ブルボンヌさんによる講演会が開催。ジェンブルボンヌさんによる講演会が開催。ジェン
ダー・性自認・性的指向など一人ひとりの多ダー・性自認・性的指向など一人ひとりの多
様性と自己肯定感の大切さを語りました。様性と自己肯定感の大切さを語りました。
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　令和４年の出来事の中から、ホームページでのアンケート結果を参考に選考し、
境港市の１０大ニュースを決定しました。
　ご協力頂いた皆さん、ありがとうございました。

10大 ニ ュ ー ス10大 ニ ュ ー ス
令 和 4 年 境 港 市 の令 和 4 年 境 港 市 の

( 令和 4年１2月 9日現在・順不同 )

○さかいポートサウナ閉館

　６月３０日、みなとさかい交流館４階のさかいポートサ

ウナの営業を終了しました。平成９年から２５年間で延べ

７８万人以上の人々にご利用いただきました。

○脱炭素先行地域に選定

　令和１２年までに本市と米子市の６１０の公共施設など

の電気使用に伴う二酸化炭素排出量を実質ゼロとします。

太陽光発電事業や蓄電池設置事業などを計画しています。

○山陰初！「パートナーシップ宣誓制度」開始

　7月1日に山陰初となる「パートナーシップ宣誓制度」

を導入しました。この制度の導入で、誰もが多様性を認め

合い”笑顔あふれる日本一住みたいまち境港”となること

を目指します。

○祝！水木しげる先生生誕100周年

　生誕100周年となることから、水木家をお招きしまし

た。記念イベントを開催するなど、年間通してお祝いムー

ドに包まれました。

ⓒ水木プロ
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○３年ぶりにみなと祭（花火）開催

　７月２４日に「第７７回みなと祭」が３年ぶりに夢みな

と公園周辺で開催されました。フィナーレの花火は多くの

見物客を魅了しました。

○境水道大橋開通５０周年

　境港市と松江市美保関町を結ぶ境水道大橋は7月22

日で開通50周年を迎え、記念イベント「みんなで歩こう

境水道大橋」などが実施されました。

○市民交流センター（みなとテラス）
　オープン、市民図書館リニューアルオープン

　７月に市民交流センターと市民図書館が開館しました。

子どもから大人まで幅広い世代の利用客で連日、賑わいを

見せています。

○鳥取県営境港水産物地方卸売市場２号上屋完成、
　「境港おさかなパーク」オープン

　境漁港に境港水産物地方卸売市場２号上屋が完成しまし

た。施設内に競りの見学場所や展示室、調理実習室などを

備えた「境港おさかなパーク」もオープンしています。

○境港総合技術高校の「境港天然本マグロほーるもん煮込み」缶詰
が「LOCAL FISH CAN グランプリ 2022」で最優秀賞を受賞

　高校生が地域と連携しながら缶詰を開発するアイデアコ

ンテスト「LOCAL FISH CANグランプリ2022」全国

大会で境港総合技術高校が最優秀賞を受賞しました。

○山陰鉄道開業120周年

　境港と御来屋間で開業した山陰鉄道は１１月１日で

１２０周年を迎えました。記念イベントとして「さかいみ

なとの乗り物・歴史探訪ツアー」や「駅スタンプラリー」

などが実施されました。（写真は当時の機関車）
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還付申告のお知らせ

●申告に必要なもの●
□マイナンバーが確認できるマイナンバーカードや通知カードなど

　申告書には申告者本人や控除対象の配偶者・障がい者、扶養親族および事業専従者などのマイナンバーの記載も必要です。

□本人確認書類またはその写し（マイナンバーカード、運転免許証、保険証など）

　※代理人が申告する場合、申告者と代理人両方の本人確認書類が必要です。

□利用者識別番号が記載されたもの（税務署からのお知らせはがき　など）

　（お持ちでない人は必要ありません）

□申告者本人名義の振込先口座がわかる通帳など（還付申告の場合）

□所得額がわかるもの

　①給与所得や、公的年金に係る雑所得のある人　⇒　源泉徴収票

　②個人年金、生命保険の一時金や損害保険の満期返戻金などのある人　⇒　支払調書などの支払いの明細がわかるもの

　③総合課税の配当のある人（分離課税分は除く）　⇒　当該配当に関する支払通知書や特定口座年間取引報告書 など

□控除額がわかるもの

　①生命保険料控除、地震保険料控除を受ける人 ⇒　支払い保険料などの証明書

　②社会保険料控除を受ける人　⇒　健康保険料などの支払い額がわかるもの

　※国民年金保険料の支払いがある人は「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」の添付が必要です。

　③障害者控除を受ける人　⇒　障害者手帳、療育手帳、障害者控除対象者認定書 など

　　【障害者控除対象者認定書を利用する場合】

　　　要介護認定を受けている人のうち、令和４年１２月３１日現在６５歳以上で、一定の要件に該当する人は、障害者

　　手帳を持っていなくても、長寿社会課から発行される障害者控除対象者認定書で障害者控除を受けることができます。

　　　詳しくは、長寿社会課高齢者福祉係（☎４７－１０３９）までお問い合わせください。

　④寄附金控除を受ける人　⇒　寄附金の内容がわかる領収書、証明書 など

　　【ふるさと納税ワンストップ特例をご利用の人へ】

　　　ふるさと納税ワンストップ特例を利用した人は、申告をしなくても寄附金税額特別控除（市・県民税）が受けられ

　　ますが、確定申告書を提出すると特例申請は無効となりますので、申告の際には必ず特例分を含めた全ての寄附金の

　　証明書をご持参ください。

　⑤医療費控除を受ける人　⇒　医療費控除の明細書（様式は国税庁ホームページからダウンロードして作成）など

　⑥住宅借入金等特別控除を受ける人⇒　家屋・土地の登記事項証明書（登記簿謄本）、借入金の年末残高等証明書、

　　請負（売買）契約書など家屋・土地の取得年月日・床面積・取得価格がわかる書類（印紙が貼ってあるもの）の写し、

　　補助金等の額または住宅取得資金の贈与を受けた額がわかるものの写し など

所得税の還付申告および市・県民税の申告は２月１日（水）から受け付けます
※今年から会場、受付時間が変わります。また、午前９時まで会場に入れませんので、ご注意ください。

▼と　き　２月１日（水）～３月１５日（水）　※土・日・祝日を除く

◇受　　付　午前９時～午後４時

◇申告相談　午前９時～正午、午後１時～５時

▼ところ　市民交流センター２階　中会議室

※受付順に申告相談を行います。

　混み合う際は長時間お待ちいただく場合があります。

※期間中、税務課の窓口では作成済の申告書の提出のみ受け付けます。

※確定申告が始まる２月1６日（木）以降は、大変混雑することが

　予想されますので、還付申告をされる人は、早めの申告をお願いします。

※車でお越しの人は市民交流センター駐車場をご利用ください。

【お願い】

◇新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、会場入室前の消毒・検温・

　マスク着用にご協力をお願いします。

◇例年、受付開始前から大変混雑します。３密を防ぐため、受付開始時間より早く来場して会場で待たないようご協力お願

　いします。（ご協力いただけない場合は入場をお断りする場合があります。）

▼問い合わせ先 ◇市・県民税　税務課　市民税係　☎４７－１０１７　

　　　　　　　　◇所得税　米子税務署　☎３２－４１２１　

※１月３０日（月）～２月１３日（月）の期間は、「米子地方合同庁舎５階会議室」でも申告相談を受け付けます。
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〇中国横断新幹線（伯備新幹線）整備推進会議では、山陰の2つの新幹線の整備実現を目指し、

　官民が一丸となり取り組んでいます。

〇11月17日（木）には、圏域5市長が本推進会議を代表し、国土交通省鉄道局　奥田官房技術審

議官と面会し、以下の要望を行いました。

　「伯備新幹線及び山陰新幹線の早期実現」

　「地元負担のあり方の見直し」

　「並行在来線の経営分離の見直し」

　「新幹線整備にかかる予算総枠の拡大」

（右写真、左から）出雲市長、米子市長、

奥田官房技術審議官、松江市長、安来市長、境港市長

〇私たちの暮らす中海・宍道湖・大山圏域への新幹線整備により、以下のことが期待されています。

新幹線整備の実現を目指して

【問い合わせ先】観光振興課　交通政策係　☎４７－１０２８　　
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境港市健康まつり
～Withコロナの今だからこそ 聞いて！話して！関心をもって！みんなでメンタルヘルスケア～

▼と　き　1月28日（土）～2月10日（金）午前9時～午後４時30分 (土、日は午前9時～正午 )

▼ところ　保健相談センター、市民図書館

▼内　容

【展　示】1.応募作品の展示

　　　　　（Withコロナで頑張る自分に向けたエールの言葉、こどもがつくる☆おうちごはん）

　　　　2.子育て支援センターの壁画作品

　　　　3.健康づくり、精神保健関係団体などの情報（運動、栄養、こころ、福祉など）

　　　　4.読本コーナ：こころ、メンタルヘルスに関する本の紹介（市民図書館内）

【健康チャレンジ】次の①～⑨のいずれかに取り組み、健康推進課へ応募してください。

　　　　①健康クイズにチャレンジする。（クイズはチラシ、ホームページを確認）

　　　　②１日8000歩以上歩き、万歩計、スマホに記録する（健康まつり期間中）

　　　　③健康まつり期間中、禁煙にチャレンジする（喫煙者）

　　　　④Youtubeの視聴（こころの耳、フィットネス＆スタジオ　ユミナ24 ヨガ動画）

　　　　⑤読本コーナーの本を読む、借りる

　　　　⑥普段飲んでいるみそ汁を健康推進課で塩分測定する、またはベジチェック（１月２９日（日）のみ)に参加する

　　　　⑦教えて！ストレス解消法（ストレス解消法を付箋に記載し、市民交流センターの模造紙に貼る）

　　　　⑧各種健康診査、がん検診を一つでも受けた、あるいは予約する

　　　　⑨健康測定（１月２９日（日）のみ）に参加する

【講演会】（要予約） ※同時にバザーや食べ物の販売、展示も行っています

　　　　◇内　容　「知っていますか？依存症　～家族や私たちにできること～」

　　　　◇と　き　１月２９日（日）午前１０時～１１時３０分

　　　　◇ところ　保健相談センター（オンライン（Zoom）でも同時開催）

　　　　◇講　師　田中紀子さん（公益社団法人ギャンブル依存問題を考える会代表）

　　　　　　　　　森拓さん（米子病院精神科医師）

　　　　◇申込期限　1月23日（月）　定員　50人　（託児あり）

【田中紀子さんによるギャンブル依存症家族相談会】

▼と　き　１月２９日（日）　午後１時３０分～３時３０分

▼ところ　市民交流センター　小会議室

▼参加費　２０００円（完全予約制）

▼問い合わせ先　フジハラさん　☎０９０－８６０７ー７４３７

【健康測定】◇と　き　１月２９日（日）午前９時～正午ごろ

　　　　１.血管年齢測定（要予約）◇申込期限　１月２３日（月）　定員５０人

　　　　２.栄養相談、ベジチェック（手のひらで日頃の野菜摂取推定量を測定します）　　　   

　　　　３.簡単にできるフレイルチェック  

▼以下を実施した人全員に記念品をお渡しします。

　　　　◇展示作品（自分へ向けたエールの言葉、こどもがつくる☆おうちごはん）へ応募した人

　　　　◇健康チャレンジに参加した人

　　　　◇講演会、健康測定に参加した人

　　　　◇期間中、「#境港市健康まつり」のタグをつけてSNSに会場写真や感想を投稿した人

　　　　※窓口へ提示必要。記念品は、ご本人が健康推進課窓口へとりにきてください。

▼申し込み ・問い合わせ先　健康推進課　保健係　☎４７-１０４２，１０４３

NPO法人全国ギャンブル

依存症家族家族の会

予約はこちら

応募はこちら

7　令和５年１月



市

政

概
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報
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（
11
月
29
日
報
告
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
を
防
ぐ
た
め
、
市
民
の
皆
様
に
対
し
、

場
面
に
応
じ
た
マ
ス
ク
の
着
用
や
エ
ア

ロ
ゾ
ル
を
意
識
し
た
換
気
の
徹
底
な
ど

の
基
本
的
な
感
染
防
止
対
策
を
繰
り
返

し
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
重
症
化
予

防
等
に
効
果
が
あ
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
２
回
目
接
種
を
終
え
ら
れ

た
12
歳
以
上
の
全
て
の
方
々
を
対
象
と

し
た
、
２
価
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

２
価
ワ
ク
チ
ン
は
、
従
来
株
に
加
え
、

第
７
波
で
猛
威
を
振
る
っ
た
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
り
、
従
来

の
ワ
ク
チ
ン
を
上
回
る
重
症
化
予
防
効

果
や
、
感
染
予
防
効
果
、
発
症
予
防
効

果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
９
月
30
日

に
２
価
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
開
始
し
、

今
月
17
日
現
在
の
接
種
率
は
、
65
歳
以

上
の
方
に
つ
い
て
は
15
・
８
％
、
64
歳

以
下
の
方
に
つ
い
て
は
12
・
６
％
、
全

体
で
は
12
・
５
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
生
後
６
カ
月
か
ら
４
歳
ま
で

の
乳
幼
児
を
対
象
と
し
た
接
種
に
つ
い

て
は
、
今
月
11
日
、
対
象
者
に
接
種
券

を
発
送
し
、
市
内
の
小
児
科
医
で
の
個

別
接
種
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
２
年
間
、
冬
場
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
正
確
・
迅
速
な
情
報
の

提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市

民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
気
を

緩
め
る
こ
と
な
く
、
ご
自
身
と
大
切
な

人
の
命
と
健
康
や
生
活
を
守
る
た
め
、

今
一
度
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
ご
検
討
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
感
染
防
止
対
策
を

よ
り
一
層
、
強
化
・
徹
底
さ
れ
ま
す
よ

う
、
重
ね
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

地
域
経
済
・
市
民
生
活
の
下
支
え

　

５
月
に
、
全
市
民
一
人
に
つ
き
５
千

円
分
配
布
し
た
「
地
元
で
買
お
う
！
食

べ
よ
う
！
さ
か
い
み
な
と
応
援
券
」
に

つ
い
て
は
、
先
月
末
で
利
用
期
間
が
終

了
し
ま
し
た
。
利
用
率
は
約
96
％
と
な

っ
て
お
り
、
事
業
者
・
市
民
双
方
か
ら

好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

燃
油
や
原
材
料
等
の
価
格
高
騰
に
よ

り
影
響
を
受
け
た
事
業
者
へ
の
支
援
に

つ
き
ま
し
て
は
、
法
人
10
万
円
、
個
人

５
万
円
の
事
業
者
価
格
高
騰
対
策
支
援

金
の
給
付
を
先
月
か
ら
進
め
て
い
る
ほ

か
、
申
込
期
限
が
来
年
３
月
末
ま
で
延

長
さ
れ
た
制
度
融
資
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
、
鳥
取
県
と
協
調
し
て
、
利
子

相
当
額
の
全
額
を
最
大
３
年
間
助
成
し
、

事
業
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
教
育
旅
行
支
援
に
つ
い

て
は
、
先
月
末
現
在
で
、
92
校
・
約

４
千
人
が
ク
ー
ポ
ン
券
を
使
用
し
て
お

り
、
修
学
旅
行
等
の
誘
致
と
、
土
産
物

店
な
ど
へ
の
支
援
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
肥
料
価
格
高
騰
の
影
響
を
緩

和
す
る
た
め
、
化
学
肥
料
の
低
減
等
に

取
り
組
む
農
業
者
に
対
し
、
前
年
度
か

ら
増
加
し
た
肥
料
の
費
用
の
一
部
を
支

援
す
る
補
助
金
に
つ
い
て
も
、
年
明
け

か
ら
申
請
を
受
け
付
け
る
予
定
と
し
て

お
り
ま
す
。

　

相
次
ぐ
商
品
価
格
の
値
上
げ
等
に
よ

り
、
厳
し
い
状
況
に
お
か
れ
て
い
る
市

民
の
家
計
支
援
に
つ
い
て
は
、
今
月
、

第
２
弾
の
「
さ
か
い
み
な
と
応
援
券
」

を
、
全
市
民
一
人
に
つ
き
５
千
円
分
配

布
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
順
次
利
用
が

始
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

　

低
所
得
世
帯
へ
の
経
済
的
支
援
に
つ

き
ま
し
て
は
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
と

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
原
因

で
収
入
が
大
き
く
減
少
し
た
家
計
急
変

世
帯
、
３
９
７
３
世
帯
に
対
し
て
、
１

世
帯
当
た
り
10
万
円
の
臨
時
特
別
給
付

金
の
給
付
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
の

価
格
高
騰
に
よ
る
負
担
増
を
踏
ま
え
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
し
、
１
世

帯
当
た
り
５
万
円
の
価
格
高
騰
緊
急
支

援
給
付
金
の
給
付
を
今
月
か
ら
開
始
し

て
い
る
ほ
か
、
生
活
保
護
受
給
世
帯
や

児
童
扶
養
手
当
受
給
世
帯
等
に
対
し
て

は
、
本
年
度
２
回
目
と
な
る
光
熱
費
の

助
成
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

子
育
て
支
援

　

子
育
て
家
庭
に
寄
り
添
い
、
妊
娠
期

か
ら
産
後
・
育
児
期
へ
と
切
れ
目
の
な

い
支
援
の
一
環
と
し
て
、
昨
年
度
よ
り

「
未
就
園
児
等
の
全
戸
訪
問
」
や
「
ハ

イ
ハ
イ
期
親
子
の
応
援
訪
問
」
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
88
世
帯
に
訪

問
等
を
行
っ
て
お
り
、
子
育
て
に
お
い

て
、
孤
立
し
た
り
、
困
り
感
を
抱
え
て

い
る
家
庭
を
早
期
に
把
握
し
、
必
要
な

支
援
に
結
び
付
け
て
い
る
ほ
か
、
子
育

て
の
悩
み
を
聴
き
、
適
切
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
う
こ
と
で
、
子
育
て
へ
の
不
安

を
解
消
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。

　

０
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
の
一
貫
保
育

の
実
現
に
向
け
た
公
立
保
育
園
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
あ
が

り
み
ち
保
育
園
と
な
か
は
ま
保
育
園
に

お
い
て
、
０
歳
児
用
の
保
育
室
の
整
備
、

老
朽
化
し
た
冷
暖
房
設
備
、
ト
イ
レ
、

厨
房
施
設
な
ど
の
改
修
に
係
る
実
施
設

計
を
行
っ
て
お
り
、
工
事
に
つ
い
て
は
、

本
年
度
か
ら
、
順
次
、
着
手
す
る
予
定

と
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
わ
た
り
保

育
園
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
中
に
医
療

的
ケ
ア
児
へ
の
対
応
も
考
慮
し
た
新
築

工
事
の
実
施
設
計
に
取
り
組
む
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

市
民
の
健
康
づ
く
り
・
健
康
寿
命

の
延
伸
に
向
け
て

　

特
定
健
康
診
査
や
各
種
が
ん
検
診
の

健
診
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
集
団
検

診
に
ウ
ェ
ブ
予
約
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、

時
間
や
場
所
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く

手
軽
に
予
約
で
き
る
よ
う
、
改
善
を
図

り
ま
し
た
。

月
定
例
市
議
会
報
告

12
月
定
例
市
議
会
が
11
月
29
日
か
ら
12
月
20
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

議
案
審
議
に
先
立
ち
、
伊
達
市
長
か
ら
市
政
の
概
要
に
つ
い
て
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

　

定
例
市
議
会
で
は
、
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
が
上
程
さ

れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

12

子
育
て
支
援

市
民
の
健
康
づ
く
り
・
健
康
寿
命

の
延
伸
に
向
け
て

地
域
経
済
・
市
民
生
活
の
下
支
え
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20
代
・
30
代
で
は
、
ウ
ェ
ブ
予
約
の

割
合
が
３
分
の
２
を
占
め
て
お
り
、
こ

の
年
代
で
は
、
先
月
中
に
予
約
数
が
昨

年
度
の
受
診
者
数
を
上
回
る
な
ど
、
検

診
受
診
率
の
向
上
に
一
定
の
成
果
が
表

れ
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
健
診
の

必
要
性
や
効
果
、
ウ
ェ
ブ
予
約
シ
ス
テ

ム
の
周
知
を
行
い
、
受
診
率
の
向
上
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

費
用
の
助
成
に
つ
き
ま
し
て
は
、
妊
産

婦
の
方
や
、
心
臓
、
呼
吸
器
、
免
疫
等

に
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
方
、
就
学
前

の
乳
幼
児
お
よ
び
65
歳
以
上
の
高
齢
者

に
対
し
て
、
先
月
、
ク
ー
ポ
ン
券
を
発

送
し
ま
し
た
。

　

こ
の
冬
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
と
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

同
時
流
行
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
新
型

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
と
と
も
に
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
早
め
の
接
種
を

呼
び
掛
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

健
康
寿
命
の
延
伸
に
向
け
ま
し
て
は
、

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
外
出
の
機

会
が
減
少
し
た
高
齢
者
の
心
と
身
体
へ

の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
な
か
、
各
公
民

館
で
、
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
、
フ

レ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
い
き
い
き
百
歳
体
操
や

タ
オ
ル
体
操
な
ど
を
ま
と
め
た
フ
レ
イ

ル
予
防
実
践
動
画
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
、
希
望
す

る
方
へ
配
布
す
る
と
と
も
に
、
ユ
ー
チ

ュ
ー
ブ
で
公
開
す
る
な
ど
、
高
齢
者
が
、

家
庭
で
も
自
主
的
に
健
康
づ
く
り
や
介

護
予
防
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
環

境
づ
く
り
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

認
知
症
予
防
に
つ
き
ま
し
て
は
、
認

知
症
へ
の
正
し
い
知
識
と
理
解
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
９
月
に
「
認

知
症
に
な
っ
て
も
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
！
そ

ん
な
境
港
市
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
よ
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
、
講
演
会
と
ト
ー
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
、
約
１
０
０
人

の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

認
知
症
の
方
か
ら
、
ご
自
身
の
体
験

談
や
、
認
知
症
と
と
も
に
生
き
る
た
め

の
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
話
し
し
て
い

た
だ
き
、
来
場
の
皆
様
に
は
、
認
知
症

へ
の
理
解
を
深
め
る
良
い
機
会
に
な
っ

た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て

　

山
陰
で
初
と
な
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
宣
誓
制
度
を
７
月
に
導
入
し
ま
し
た
。

現
在
、
宣
誓
制
度
を
利
用
さ
れ
た
方
は

お
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
へ
の
理

解
促
進
や
、
根
強
い
性
別
に
よ
る
役
割

意
識
の
解
消
を
図
る
た
め
、
今
月
か
ら

「
セ
ク
シ
ャ
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
人
権
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
学
習
会
を
市
内
７
地

区
で
順
次
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

来
月
10
日
に
は
、
み
な
と
テ
ラ
ス
に

お
い
て
、「
人
権
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
、
小
中
学
校
や
関

係
団
体
に
よ
る
展
示
や
バ
ザ
ー
な
ど
に

加
え
、
女
装
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
と
し
て
テ

レ
ビ
や
雑
誌
な
ど
で
活
躍
さ
れ
て
い
る

ブ
ル
ボ
ン
ヌ
さ
ん
の
講
演
会
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
来
年
１
月
に
は
、

性
同
一
性
障
が
い
を
テ
ー
マ
と
し
た
演

劇
「
パ
パ
が
マ
マ
に
な
る
日
」
の
公
演

も
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　

高
齢
者
な
ど
の
買
い
物
支
援
に
つ
き

ま
し
て
は
、
余
子
地
区
に
加
え
、
渡
地

区
で
も
４
月
か
ら
移
動
販
売
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
中
浜
地
区
の
「
中

浜
カ
フ
ェ
」
で
は
、
は
ま
る
ー
ぷ
バ
ス

を
利
用
し
た
買
い
物
を
支
援
者
が
サ
ポ

ー
ト
す
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
ほ
か
、
境
地
区
で
は
地
域
の
方

が
気
軽
に
集
い
交
流
で
き
る「
サ
ロ
ン
」

が
始
ま
っ
た
ほ
か
、上
道
地
区
で
は「
支

え
愛
マ
ッ
プ
」
が
作
成
さ
れ
、
中
浜
地

区
で
は
３
回
目
の
「
津
波
避
難
訓
練
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
後
押
し
し
、

さ
ら
に
各
地
区
に
広
げ
て
い
く
た
め
、

本
年
度
、
境
港
市
社
会
福
祉
協
議
会
に

配
置
し
て
い
る
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
を
増
員
し
、
２
人
体
制
と
し
ま

し
た
。
引
き
続
き
、
生
活
支
援
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中
心
に
、
地
域
の
支
え

愛
活
動
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
地
域
福
祉
の
あ
り
方
な

ど
に
つ
い
て
定
め
る
「
第
４
期
境
港
市

地
域
福
祉
計
画
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

９
月
５
日
に
第
１
回
策
定
評
価
委
員
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
先
月
か
ら

今
月
に
か
け
て
、
市
民
７
０
０
人
を
対

象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
と
市
内
７
地
区

で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
で
寄
せ
ら
れ
た
意

見
な
ど
を
踏
ま
え
た
計
画
の
素
案
を
策

定
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
経
て
、

来
年
３
月
の
計
画
策
定
を
目
指
し
て
お

り
ま
す
。

　

今
月
６
日
、
市
内
の
企
業
で
、
技
能

実
習
生
な
ど
と
し
て
働
く
外
国
人
と
市

民
の
交
流
会
を
、
３
年
ぶ
り
に
開
催
し

ま
し
た
。
交
流
会
で
は
、
料
理
や
銭
太

鼓
、
書
道
、
折
紙
、
鬼
太
郎
音
頭
な
ど
、

日
本
や
地
元
の
文
化
を
通
じ
、
お
互
い

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

観
光
振
興

　

本
年
１
月
か
ら
先
月
末
ま
で
の
水
木

し
げ
る
ロ
ー
ド
の
入
込
客
数
に
つ
き
ま

し
て
は
、
約
84
万
人
、
前
年
比
１
４
７

％
、
水
木
し
げ
る
記
念
館
の
入
館
者
数

は
約
９
万
人
、
前
年
比
１
６
５
％
で
推

移
し
て
お
り
ま
す
。

　

全
国
旅
行
支
援
な
ど
に
よ
り
、
本
市

に
お
い
て
も
徐
々
に
賑
わ
い
が
戻
り
つ

つ
あ
る
な
か
、
先
月
、
水
木
し
げ
る
ロ

ー
ド
で
は
、
妖
怪
に
仮
装
し
た
観
光
客

や
市
民
な
ど
多
く
の
方
々
に
ご
参
加
い

た
だ
き
、「
妖
怪
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
」
が
開

催
さ
れ
た
ほ
か
、
境
水
道
海
岸
通
り
で

行
わ
れ
た
「
境
港
お
さ
か
な
ロ
ー
ド
大

漁
祭
」
な
ど
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
境
夢
み
な
と
タ
ー
ミ
ナ
ル
に

は
、
本
年
４
隻
目
と
な
る
ク
ル
ー
ズ
客

船
「
飛
鳥
Ⅱ
」
も
寄
港
し
ま
し
た
。

　

依
然
と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
は
続
い
て
い
ま
す
が
、

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
取
り
組
み
を
進
め
な

が
ら
、
境
港
観
光
協
会
を
は
じ
め
関
係

者
と
と
も
に
、
地
域
一
丸
と
な
り
、
港

ま
ち
の
賑
わ
い
の
回
復
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

水
木
し
げ
る
記
念
館
の
再
整
備
に
つ

き
ま
し
て
は
、
先
月
26
日
に
企
画
提
案

審
査
を
行
い
、
水
木
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

を
代
表
企
業
と
す
る
「
水
木
し
げ
る
記

念
館
再
整
備
事
業
Ｄ
Ｂ
Ｏ
共
同
事
業

体
」
を
事
業
者
と
し
て
決
定
し
、
今
月

18
日
に
基
本
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
基
本
協
定
に
基
づ
き
、
設
計
業

務
委
託
契
約
を
締
結
し
、
既
存
施
設
の

解
体
お
よ
び
再
整
備
の
設
計
業
務
を
進

め
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
引
き
続

き
、
Ｄ
Ｂ
Ｏ
共
同
事
業
体
と
円
滑
な
業

務
遂
行
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

産
業
振
興

　

境
漁
港
に
お
け
る
１
月
か
ら
先
月
末

ま
で
の
水
揚
量
は
、
９
万
５
千
ト
ン

余
で
前
年
比
１
１
５
％
、
水
揚
金
額

は
１
６
６
億
７
千
万
円
余
で
前
年
比

１
２
７
％
と
、
ア
ジ
、
サ
バ
、
マ
イ
ワ

シ
、
ブ
リ
類
の
豊
漁
な
ど
に
よ
り
漁
獲

量
、
漁
獲
高
と
も
に
前
年
を
上
回
っ
て

い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
、
水
産
ま
つ
り
な
ど
多
く
の

集
客
が
見
込
ま
れ
る
イ
ベ
ン
ト
が
中
止

と
な
り
ま
し
た
が
、
食
育
や
魚
食
普
及

の
一
環
と
し
て
行
っ
て
い
る
カ
ニ
集
会

や
中
野
港
漁
師
と
園
児
の
交
流
会
、
魚

の
捌
き
方
教
室
な
ど
は
感
染
防
止
対
策

を
徹
底
し
、
開
催
し
ま
し
た
。

１２月定例市議会報告

産
業
振
興

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て

観
光
振
興
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ま
た
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
先
月
11

日
、
境
港
総
合
技
術
高
等
学
校
の
生
徒

が
捌
い
た
ク
ロ
マ
グ
ロ
を
、
小
中
学
校

の
学
校
給
食
で
フ
ラ
イ
と
し
て
提
供
し

ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
９
月
に
は
、
境
港
水
産

物
地
方
卸
売
市
場
の
２
号
上
屋
内
に

「
境
港
お
さ
か
な
パ
ー
ク
」
が
オ
ー
プ

ン
し
、
調
理
実
習
室
を
使
っ
た
魚
の
料

理
教
室
や
、
島
根
大
学
の
学
生
と
の
学

習
事
業
な
ど
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
本

市
に
お
き
ま
し
て
も
、
引
き
続
き
、
積

極
的
な
利
活
用
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ
跡
地
の
活
用

方
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
サ
ウ
ン
デ
ィ

ン
グ
型
市
場
調
査
を
実
施
し
、
事
業
者

３
社
か
ら
、
対
話
形
式
で
提
案
や
意
見

等
を
伺
い
ま
し
た
。
今
後
は
、
伺
っ
た

意
見
な
ど
を
参
考
に
、
さ
ら
に
利
活
用

の
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
第
13
回
み
な
と
オ
ア
シ
ス
Ｓ
ｅ
ａ

級
グ
ル
メ
全
国
大
会
」
が
今
月
12
日
か

ら
13
日
に
か
け
て
、
愛
媛
県
八
幡
浜
市

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
か
ら
出
品
さ
れ
た
「
境
港
炙
り

海
鮮
丼
」
は
、
優
秀
賞
を
受
賞
し
、
境

港
の
魚
の
魅
力
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
に
は
、
こ
の
大
会
が
本

市
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
て
お

り
ま
す
。
Ｓ
ｅ
ａ
級
グ
ル
メ
の
普
及
は

も
と
よ
り
、
港
の
賑
わ
い
や
観
光
振
興

に
寄
与
す
る
大
会
と
な
る
よ
う
、
し
っ

か
り
と
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

圏
域
の
連
携

　

米
子
・
境
港
間
の
高
規
格
道
路
の
早

期
事
業
化
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
き

ま
し
て
は
、
今
月
８
日
、
鳥
取
県
や
自

治
体
、
議
会
、
経
済
界
な
ど
、
関
係
者

が
一
堂
に
会
し
、
中
国
横
断
自
動
車
道

岡
山
米
子
線
の
整
備
促
進
に
関
す
る
総

決
起
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、「
蒜
山
・
米
子
間
の
４

車
線
化
の
早
期
実
現
」
と
「
米
子
・
境

港
間
を
結
ぶ
高
規
格
道
路
の
早
期
事
業

化
」
を
国
に
要
望
す
る
こ
と
を
決
議
し
、

今
後
、
鳥
取
県
知
事
、
米
子
市
長
、
南

部
町
長
お
よ
び
日
吉
津
村
長
と
と
も
に
、

国
へ
直
接
訴
え
か
け
る
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。

　

中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
市
長
会

の
５
市
は
、
先
月
20
日
、
台
湾
・
台
北

市
に
お
い
て
、「
中
海
・
宍
道
湖
・
大

山
圏
域
市
長
会
と
台
北
市
間
の
交
流
促

進
覚
書
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
覚
書
は
、
圏
域
市
長
会
の
構
成

市
で
あ
る
松
江
市
が
、
か
ね
て
よ
り
行

っ
て
き
た
台
北
市
と
の
交
流
を
、
圏
域

５
市
と
の
交
流
に
拡
大
・
発
展
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
観
光
や

経
済
分
野
に
お
け
る
連
携
・
協
力
、
青

少
年
の
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
交
流
な
ど
に

取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

学
校
教
育

　
「
一
人
一
人
を
大
切
に
し
た
質
の
高

い
学
校
教
育
の
推
進
」
の
実
現
に
向
け
、

重
点
目
標
で
あ
る
学
力
向
上
を
図
る
た

め
、
小
中
学
校
の
教
職
員
に
対
し
て
学

力
観
に
つ
い
て
研
修
を
実
施
す
る
な
ど
、

指
導
力
や
資
質
の
向
上
に
努
め
て
お
り

ま
す
。

　

全
中
学
校
区
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
が
始
ま
り
２
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。

　

地
域
の
方
か
ら
学
ぶ
授
業
、
放
課
後

の
学
習
支
援
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
の
取
り
組
み
、
公
民
館
で
の
体

験
活
動
、
地
域
で
の
防
災
訓
練
な
ど
地

域
学
校
協
働
活
動
を
通
じ
、
未
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
と
地
域
の
人
が
つ
な
が

る
機
会
や
、
一
緒
に
活
動
す
る
場
が
増

え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
体
験
活
動
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
は

い
ま
す
が
、
小
学
校
で
は
、
県
内
中
心

へ
と
行
程
を
変
更
し
て
修
学
旅
行
を
実

施
し
た
ほ
か
、
中
断
し
て
い
た
沖
縄
県

伊
平
屋
村
と
の
現
地
で
の
教
育
交
流
を

３
年
ぶ
り
に
再
開
し
ま
し
た
。

　

中
学
校
で
も
、
３
年
ぶ
り
に
職
場
体

験
学
習
「
ワ
ク
ワ
ク
境
港
」
や
、
県
外

へ
の
修
学
旅
行
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
各
校
が
知
恵
を
絞
り
な

が
ら
、
感
染
防
止
と
教
育
活
動
の
両
立

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

環
境
対
策

　

本
年
度
の
改
定
を
予
定
し
て
い
る

「
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
」
に
つ

き
ま
し
て
は
、
今
月
２
回
目
と
な
る
廃

棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
を
開
催
し
、

計
画
の
素
案
に
つ
い
て
、
ご
審
議
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
先
月
、
市
民

お
よ
び
事
業
所
を
対
象
に
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
の
結
果
や
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
な
ど
を
踏
ま
え
、
実
効
性
の
高

い
計
画
に
な
る
よ
う
改
定
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減

実
行
計
画
（
事
務
事
業
編
）」
に
つ
い

て
も
、
本
年
度
の
改
定
を
予
定
し
て
お

り
、
現
在
、
市
の
事
務
に
お
け
る
率
先

的
な
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
の
方
策

や
推
進
体
制
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

海
洋
ご
み
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

河
川
へ
の
ネ
ッ
ト
フ
ェ
ン
ス
設
置
に
よ

る
海
へ
の
ご
み
流
出
防
止
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
海
洋
ご
み
の
実
態
を
地
域

の
皆
様
に
お
伝
え
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
中
海
・
宍
道
湖
・

大
山
圏
域
市
長
会
に
お
い
て
、
水
中
ド

ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
啓
発
事
業
を
提
案

し
、
来
年
度
の
実
施
に
向
け
、
検
討
を

進
め
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
か
ら
米
子
市
と
共
同

で
行
っ
て
い
る
「
シ
ー
サ
イ
ド
ク
リ
ー

ン
ア
ッ
プ
弓
ヶ
浜
」
を
先
月
15
日
に
米

子
市
で
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
親

子
連
れ
や
職
場
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
な

ど
、
本
市
と
米
子
市
か
ら
合
わ
せ
て

２
２
３
人
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

漂
着
ご
み
の
清
掃
と
、
海
洋
ご
み
問
題

に
関
す
る
講
演
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
白
砂
青
松
の
弓
ヶ
浜
海
岸
の

環
境
を
守
る
た
め
、
息
の
長
い
取
り
組

み
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
テ
ー
マ
と

し
た
環
境
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ク

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
基
礎
等
に
つ
い

て
、
小
学
６
年
生
を
対
象
に
、
今
月
か

ら
来
月
に
か
け
て
行
っ
て
い
ま
す
。
将

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
環
境
問
題
を

「
自
分
ご
と
」
と
し
て
捉
え
、
小
さ
な

こ
と
で
も
「
で
き
る
こ
と
か
ら
行
動
す

る
」
き
っ
か
け
に
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り

　

空
家
へ
の
関
心
を
高
め
、
対
策
の
重

要
性
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、「
空

き
家
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
今
月
５
日
に

開
催
し
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
約
１
０
０
人

の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
明
治
大
学

の
野
澤
千
絵
教
授
に
「
み
ん
な
救
わ
れ

る
空
き
家
活
用
」
と
題
し
て
講
演
を
い

た
だ
い
た
ほ
か
、
司
法
書
士
と
宅
地
建

物
取
引
士
か
ら
空
家
対
策
の
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
制
度

の
紹
介
や
登
録
の
呼
び
か
け
な
ど
も
行

い
、
空
家
対
策
に
関
す
る
意
識
の
醸
成

や
啓
発
に
つ
な
が
っ
た
も
の
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
先
月
に
は
全
国
版
空
き
家
バ

ン
ク
に
参
画
し
、
空
き
家
情
報
バ
ン
ク

の
充
実
と
空
家
の
利
活
用
促
進
に
も
取

り
組
ん
で
い
る
ほ
か
、
来
年
２
月
に
は
、

専
門
家
の
方
か
ら
助
言
を
い
た
だ
く
空

家
相
談
会
を
開
催
す
る
予
定
と
し
て
お

り
ま
す
。

学
校
教
育

圏
域
の
連
携

快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り

環
境
対
策
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移
住
定
住
の
促
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、

は
じ
め
て
の
取
り
組
み
と
し
て
、
移
住

者
交
流
会
を
７
月
と
10
月
に
開
催
し
ま

し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
み
な
と
テ
ラ
ス
の
見

学
や
伯
州
綿
の
収
穫
体
験
な
ど
を
通
じ

て
、
地
域
の
良
さ
に
触
れ
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
移
住
者
同
士
や
地
元
の

方
々
と
の
親
交
を
深
め
、
新
た
な
土
地

で
の
仲
間
づ
く
り
の
機
会
と
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
年
度
か
ら
、
結
婚
や
出
産

な
ど
を
機
に
本
市
に
移
り
住
む
若
者
や

子
育
て
世
帯
を
対
象
と
し
た
「
境
港
市

新
し
い
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
支
援
補
助

金
」
制
度
を
開
始
し
、
こ
れ
ま
で
に
３

組
の
ご
家
族
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
移
住
者
交
流
会
の
開
催

や
ふ
る
さ
と
鳥
取
県
定
住
機
構
等
が
開

催
す
る
移
住
相
談
会
に
積
極
的
に
参
加

す
る
な
ど
、
移
住
定
住
の
促
進
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
道
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
通

学
路
の
安
全
対
策
で
あ
る
外
江
町
の
カ

ラ
ー
舗
装
工
事
、
上
道
町
の
舗
装
修
繕

工
事
が
完
成
し
ま
し
た
。
そ
の
他
、
境

地
区
等
で
の
側
溝
改
修
や
個
別
施
設
計

画
に
基
づ
く
橋
梁
修
繕
、
竹
内
町
の
狭

あ
い
道
路
拡
幅
整
備
な
ど
に
つ
い
て
は
、

年
度
内
の
完
成
に
向
け
鋭
意
工
事
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

通
学
路
沿
い
の
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の

撤
去
に
つ
き
ま
し
て
は
、
さ
ら
な
る
解

消
を
目
的
に
、
本
年
度
か
ら
、
本
市
独

自
の
取
り
組
み
と
し
て
、
一
部
撤
去
に

つ
い
て
も
補
助
対
象
と
し
ま
し
た
。

　

一
部
撤
去
の
２
件
を
含
む
４
件
の
危

険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
撤
去
さ
れ
、
制
度
を

拡
充
し
た
効
果
が
表
れ
て
い
る
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
残
る
10
件
に
つ
い

て
も
引
き
続
き
解
消
に
向
け
た
交
渉
を

継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
園
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
境

港
駅
前
公
園
に
隣
接
す
る
ス
ペ
ー
ス
に

妖
怪
ふ
れ
あ
い
広
場
（
仮
称
）
を
整
備

し
、
駅
前
公
園
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
本
年
度
、
設
計
に
着
手
し
て

お
り
、
水
木
し
げ
る
先
生
の
漫
画
に
登

場
す
る
妖
怪
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
ベ
ン

チ
や
遊
具
を
設
置
し
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

な
ど
が
乗
り
入
れ
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を

設
け
る
な
ど
、
様
々
な
人
が
訪
れ
、
交

流
の
場
と
な
る
よ
う
、
令
和
５
年
度
の

完
成
に
向
け
、
整
備
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

境
中
央
公
園
は
、
み
な
と
テ
ラ
ス
と

一
体
感
の
あ
る
公
園
と
し
て
整
備
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
令
和
６
年
度

か
ら
の
工
事
に
向
け
、
ア
ン
ケ
ー
ト
と

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
伺

い
な
が
ら
、
誰
も
が
利
用
し
や
す
く
、

愛
さ
れ
る
公
園
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

防
災
対
策

　

本
市
に
も
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
、
平
成
12
年
の
鳥
取
県
西
部
地
震
か

ら
20
年
以
上
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

こ
の
体
験
を
後
世
に
語
り
継
ぐ
と
と

も
に
、
防
災
に
つ
い
て
家
庭
で
話
し
合

っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
と
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
西
部
地
震
が
発
生
し
た
10
月

６
日
を「
境
港
市
家
族
防
災
会
議
の
日
」

と
定
め
ま
し
た
。

　

発
生
時
刻
の
10
月
６
日
午
後
１
時
30

分
に
は
、
防
災
行
政
無
線
で
家
族
防
災

会
議
の
日
に
つ
い
て
放
送
し
た
ほ
か
、

市
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
周
知
し
ま

し
た
。
ま
た
、
先
月
１
日
か
ら
12
日
に

か
け
て
は
、
み
な
と
テ
ラ
ス
の
ロ
ビ
ー

に
お
い
て
模
擬
避
難
ス
ペ
ー
ス
を
設
け

た
ほ
か
、
市
民
図
書
館
で
は
、
関
連
画

像
や
当
時
の
資
料
を
展
示
す
る
な
ど
の

啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

　

消
防
団
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
度
、

例
年
よ
り
多
い
女
性
６
人
を
含
む
８
人

が
加
入
し
、
92
人
と
な
り
ま
し
た
が
、

依
然
と
し
て
条
例
定
数
の
１
１
６
人
を

下
回
っ
て
お
り
、
厳
し
い
運
営
を
強
い

ら
れ
て
い
る
分
団
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
昨
年
度
よ

り
、
消
防
団
員
間
で
、
団
員
確
保
や
運

営
方
法
、
組
織
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
、

話
し
合
い
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
消
防
・
防
災
の
関
係
者
や
地

域
住
民
な
ど
外
部
委
員
を
加
え
た
「
消

防
団
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
」
で
議
論

を
重
ね
、
消
防
団
が
充
実
し
た
活
動
を

継
続
的
に
行
え
る
よ
う
、
環
境
整
備
を

図
り
、
地
域
の
安
心
・
安
全
に
つ
な
げ

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

か
ね
て
よ
り
計
画
し
て
い
た
、
福
島

第
１
原
子
力
発
電
所
等
の
現
地
視
察
に

先
月
12
日
か
ら
13
日
に
か
け
て
、
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

１
号
機
か
ら
４
号
機
の
近
く
ま
で
行

き
、
汚
染
水
対
策
等
を
確
認
し
た
ほ
か
、

中
間
貯
蔵
施
設
や
、
被
災
当
時
の
状
況

を
展
示
し
て
い
る
施
設
も
見
学
し
ま
し

た
。
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
思
い
を
馳
せ

る
と
万
感
胸
に
迫
る
も
の
が
あ
り
、
こ

の
度
の
視
察
を
通
じ
て
、
福
島
の
よ
う

な
事
故
を
二
度
と
起
こ
し
て
は
な
ら
な

い
と
改
め
て
意
を
強
く
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
国
や
中
国
電
力
に
対
し
て
は
、

引
き
続
き
安
全
性
向
上
の
取
り
組
み
が

行
わ
れ
る
よ
う
厳
し
く
求
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
度
の
原
子
力
防
災
訓
練
に
つ
き

ま
し
て
は
、
地
震
に
よ
る
自
然
災
害
と

原
子
力
災
害
の
複
合
災
害
を
想
定
し
、

今
月
７
日
に
災
害
対
策
本
部
の
運
営
訓

練
を
、
12
日
に
は
住
民
避
難
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

住
民
避
難
訓
練
で
は
、
緊
急
速
報
メ

ー
ル
の
配
信
を
行
っ
た
ほ
か
、
一
時
集

結
所
で
の
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
服
用
、「
避

難
退
域
時
検
査
会
場
」
へ
の
バ
ス
で
の

避
難
等
を
体
験
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
原
子
力
災
害
時
の
一
時
移
転

先
へ
の
自
家
用
車
で
の
避
難
も
行
っ
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
、
訓
練
で
の
課
題
を
検
証
し
、

広
域
住
民
避
難
計
画
の
実
効
性
を
よ
り

高
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

先
月
31
日
、
国
に
お
い
て
、
原
子
力

発
電
所
が
再
稼
働
し
た
際
の
交
付
金
の

交
付
対
象
地
域
が
拡
大
さ
れ
、
鳥
取
県

に
最
大
５
億
円
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
原
子
力
発
電
所
立
地
自

治
体
の
隣
県
に
対
す
る
交
付
金
の
配
分

は
全
国
で
初
め
て
で
あ
り
、
鳥
取
県
や

米
子
市
と
と
も
に
要
望
を
続
け
て
い

た
周
辺
自
治
体
へ
の
国
の
財
源
措
置
が

一
部
実
現
し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

今
回
の
交
付
は
、
島
根
原
子
力
発
電
所

２
号
機
の
再
稼
働
に
伴
う
１
回
限
り
の

も
の
で
あ
り
、
引
き
続
き
、
原
子
力
防

災
対
策
の
恒
久
的
な
財
源
措
置
を
国
に

求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

万
が
一
、
原
子
力
災
害
が
起
き
た
と

き
、
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
れ
ば
い
い

の
か
、
ま
た
、
自
分
が
住
ん
で
い
る
場

所
か
ら
、
ど
ん
な
ル
ー
ト
で
、
ど
こ
へ

避
難
す
る
か
な
ど
に
つ
い
て
、
分
か
り

や
す
く
ま
と
め
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作

成
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
地
区
別
に
作
成

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
令
和
５
年
１

月
市
報
に
折
り
込
み
、
全
戸
配
布
す
る

と
と
も
に
、
市
内
７
地
区
で
の
説
明
会
、

自
治
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
へ
の
出
前
講
座
な

ど
、
多
く
の
機
会
を
捉
え
、
周
知
・
啓

発
に
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
・
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促
進

に
向
け
、
今
月
か
ら
業
務
委
託
に
よ
る

民
間
事
業
者
の
活
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

人
が
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
や
商
業
施
設
、

事
業
所
な
ど
へ
の
出
張
申
請
受
付
の
機

会
を
増
や
す
と
と
も
に
、
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
メ
リ
ッ
ト
や
安
全
性
を

周
知
す
る
こ
と
で
、
交
付
率
の
上
昇
に

つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
役
所
窓
口
に
お
け
る
住
民

票
や
所
得
証
明
書
等
の
交
付
手
数
料
の

支
払
い
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
導

入
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

市
役
所
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
た

め
の
基
本
方
針
や
具
体
的
な
取
り
組
み

を
定
め
る
「
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
計
画
」

に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
度
設
置
し

た
「
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
ワ
ー
キ
ン
グ
チ

ー
ム
」
を
中
心
に
作
業
を
進
め
、
先
月
、

素
案
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

実
施
し
、
年
度
内
に
は
、
計
画
を
策
定

す
る
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
や
デ
ジ

タ
ル
化
の
推
進
に
よ
り
、
市
民
の
皆
様

の
利
便
性
向
上
や
業
務
の
効
率
化
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

行
財
政
運
営

　

本
年
度
の
財
政
見
通
し
に
つ
き
ま
し

て
は
、
一
般
財
源
の
柱
で
あ
る
市
税
収

入
と
地
方
交
付
税
に
加
え
、
国
・
県
支

出
金
な
ど
の
特
定
財
源
に
つ
い
て
も
、

概
ね
当
初
予
算
額
を
確
保
で
き
る
も
の

と
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

　

本
市
の
財
政
状
況
は
、
こ
れ
ま
で
徹

底
し
た
行
財
政
改
革
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
規
律
あ
る
財
政
運
営
を
堅
持
し

て
き
た
結
果
、
一
定
の
財
政
健
全
化
が

図
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
人

口
減
少
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
や
、
物
価
高
騰
な
ど
社
会
変

化
が
加
速
す
る
な
か
で
、
境
港
市
土
地

開
発
公
社
の
負
債
解
消
、
市
庁
舎
お
よ

び
小
中
学
校
校
舎
の
建
替
え
、
鳥
取
県

西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
で
取
り
組
む

ご
み
処
理
施
設
の
整
備
費
負
担
へ
対
応

を
し
な
が
ら
、市
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・

向
上
、
増
大
す
る
社
会
保
障
関
係
経
費

や
喫
緊
の
課
題
へ
の
対
策
を
実
施
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、

未
だ
将
来
に
わ
た
っ
て
楽
観
で
き
る
状

況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
中
、
来
年
度
の
予
算
に
つ

き
ま
し
て
は
、
将
来
世
代
へ
過
度
な
つ

け
を
回
さ
な
い
よ
う
、
一
層
規
律
あ
る

財
政
運
営
に
徹
し
、
有
利
な
財
源
の
積

極
的
な
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
将

来
に
わ
た
る
公
債
費
の
適
正
管
理
や
基

金
の
取
崩
し
の
抑
制
を
図
り
な
が
ら
、

「
環
日
本
海
オ
ア
シ
ス
都
市
〜
笑
顔
あ

ふ
れ
る
日
本
一
住
み
た
い
ま
ち
境
港

〜
」
の
実
現
に
向
け
た
諸
施
策
を
「
良

い
も
の
」
は
継
続
・
発
展
さ
せ
、「
変

え
る
べ
き
も
の
」
は
ス
ピ
ー
ド
感
を
持

っ
て
大
胆
に
変
え
る
考
え
の
も
と
、
編

成
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
億
４
６
５
３

万
９
千
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
を
１

９
５
億
５
２
９
２
万
３
千
円
と
し
ま
し

た
。

《
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

お
よ
び
燃
油
価
格
高
騰
等
対
策
に
関
す

る
事
業
》

　

物
価
高
騰
の
影
響
に
よ
り
光
熱
水
費

お
よ
び
給
食
材
料
費
の
負
担
が
増
し
て

い
る
市
内
保
育
事
業
者
に
対
す
る
助
成

金
３
２
４
万
円
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
ま
た
は
物
価
高
騰
な
ど
の
影

響
に
よ
り
売
上
が
減
少
し
た
中
小
企
業

者
等
が
利
用
す
る
制
度
融
資
の
申
込
期

間
の
延
長
等
に
よ
り
増
加
す
る
償
還
利

子
に
対
す
る
補
助
金
６
６
５
万
円
余
を

そ
れ
ぞ
れ
増
額
し
ま
し
た
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
な
ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

《
そ
の
他
の
主
な
内
容
》

【
総
務
費
】

　

燃
料
単
価
の
高
騰
な
ど
に
よ
り
不
足

が
見
込
ま
れ
る
市
庁
舎
の
燃
料
費
、
光

熱
水
費
な
ど
７
９
５
万
円
余
、
夕
日
ヶ

丘
地
区
の
定
期
借
地
契
約
の
締
結
に
伴

う
、
境
港
市
土
地
開
発
公
社
か
ら
の
土

地
購
入
費
３
１
５
５
万
円
余
、
支
援
の

対
象
と
な
る
移
住
者
の
増
加
に
伴
い
不

足
が
見
込
ま
れ
る
地
方
創
生
移
住
支
援

金
１
０
０
万
円
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
。

【
民
生
費
】

　

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の

増
加
な
ど
に
伴
い
不
足
が
見
込
ま
れ
る

障
が
い
児
通
所
支
援
費
４
４
９
９
万
円

余
、
わ
た
り
保
育
園
の
建
替
え
に
か
か

る
実
施
設
計
の
委
託
料
お
よ
び
な
か
は

ま
保
育
園
の
改
修
に
か
か
る
工
事
請
負

費
等
２
億
２
９
６
０
万
円
余
な
ど
を
そ

れ
ぞ
れ
増
額
。

【
衛
生
費
】

　

申
請
件
数
の
増
加
に
伴
い
不
足
が
見

込
ま
れ
る
猫
不
妊
去
勢
手
術
費
補
助
金

45
万
円
を
増
額
。

【
農
林
水
産
業
費
】

　

申
請
件
数
の
増
加
に
伴
い
不
足
が
見

込
ま
れ
る
荒
廃
農
地
の
再
生
に
取
り
組

む
農
業
者
に
対
す
る
補
助
金
22
万
円
余

を
増
額
。

【
商
工
費
】

　

申
請
件
数
の
増
加
に
伴
い
不
足
が
見

込
ま
れ
る
創
業
支
援
補
助
金
98
万
円
余
、

燃
料
単
価
の
高
騰
な
ど
に
よ
り
不
足
が

見
込
ま
れ
る
水
木
し
げ
る
記
念
館
の
光

熱
水
費
２
０
６
万
円
余
な
ど
を
そ
れ
ぞ

れ
増
額
。

【
土
木
費
】

　

下
水
道
事
業
費
特
別
会
計
へ
の
繰
出

金
１
８
２
０
万
円
余
、
市
営
外
江
団
地

の
改
修
工
事
の
う
ち
、
調
達
に
期
間
を

要
す
る
機
械
設
備
の
工
事
請
負
費
等

４
７
７
５
万
円
余
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
増

額
。

【
教
育
費
】

　

燃
料
単
価
の
高
騰
な
ど
に
よ
り
不
足

が
見
込
ま
れ
る
小
学
校
の
燃
料
費
お
よ

び
光
熱
水
費
２
０
３
１
万
円
、
上
道
小

学
校
に
お
い
て
、
使
用
し
て
い
な
い
パ

ソ
コ
ン
教
室
を
普
通
教
室
に
改
修
す
る

た
め
の
経
費
２
２
０
万
円
な
ど
を
そ
れ

ぞ
れ
増
額
。

《
歳
入
》

　

歳
出
に
伴
う
国
・
県
支
出
金
な
ど
を

計
上
す
る
ほ
か
、
財
源
と
し
て
繰
越
金

お
よ
び
基
金
繰
入
金
を
増
額
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
お
よ
び

鳥
取
県
原
子
力
防
災
対
策
交
付
金
の
交

付
に
伴
う
財
源
振
替
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
追
加

交
付
に
伴
い
、
歳
入
を
増
額
す
る
と
と

も
に
、
光
熱
費
高
騰
に
係
る
生
活
困
窮

世
帯
支
援
事
業
な
ど
５
事
業
に
つ
い
て
、

財
源
振
替
を
行
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
鳥
取
県
か
ら
の
原
子
力
防
災

対
策
交
付
金
の
交
付
に
伴
い
、
歳
入
を

増
額
す
る
と
と
も
に
、
境
港
市
原
子
力

発
電
所
環
境
安
全
対
策
協
議
会
費
な
ど

４
事
業
に
つ
い
て
、
財
源
振
替
を
行
い

ま
し
た
。

《
繰
越
明
許
費
》

　

年
度
内
に
事
業
の
完
了
が
困
難
で
あ

る
公
立
保
育
園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
な

ど
７
事
業
に
つ
い
て
、
新
た
に
繰
越
明

許
費
の
設
定
を
行
い
、
翌
年
度
に
予
算

を
繰
り
越
し
ま
し
た
。

１２月定例市議会報告

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
・
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

行
財
政
運
営
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《
債
務
負
担
行
為
》

　

本
年
度
中
に
契
約
等
を
行
い
、
新
年

度
当
初
か
ら
切
れ
目
の
な
い
対
応
を
行

う
た
め
、
ふ
る
さ
と
納
税
受
付
等
業
務

お
よ
び
市
道
維
持
修
繕
工
事
に
つ
い
て
、

債
務
負
担
行
為
を
追
加
す
る
ほ
か
、
制

度
融
資
の
申
込
期
間
の
延
長
に
伴
い
、

利
子
補
助
の
期
間
を
変
更
す
る
必
要
が

あ
る
た
め
、「
令
和
４
年
度
燃
油
及
び

原
材
料
価
格
高
騰
・
円
安
対
策
特
別
金

融
支
援
事
業
利
子
補
助
金
」
に
つ
い
て
、

債
務
負
担
行
為
の
変
更
を
行
い
ま
し
た
。

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
億
２
６
６
８

万
７
千
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
を
２

０
３
億
７
９
６
１
万
円
と
し
ま
し
た
。

《
国
の
２
次
補
正
予
算
に
係
る
事
業
》

　

妊
娠
時
か
ら
出
産
・
子
育
て
ま
で
一

貫
し
た
支
援
を
行
う
伴
走
型
相
談
支

援
の
充
実
と
妊
娠
お
よ
び
出
生
の
届

出
の
際
に
、
そ
れ
ぞ
れ
５
万
円
の
支

援
金
を
給
付
す
る
経
済
的
支
援
に
つ

い
て
一
体
的
に
実
施
す
る
た
め
の
経

費
４
１
６
０
万
円
余
、
木
材
加
工
流

通
施
設
の
生
産
性
の
向
上
や
競
争
力

の
強
化
を
図
る
事
業
者
へ
の
補
助
金

８
億
２
７
７
０
万
円
、
境
港
公
共
マ
リ

ー
ナ
で
実
施
さ
れ
る
港
湾
整
備
に
係
る

負
担
金
２
０
２
万
円
余
を
そ
れ
ぞ
れ
増

額
し
ま
し
た
。

《
人
件
費
に
係
る
補
正
予
算
》

　

各
費
目
の
人
件
費
に
つ
き
ま
し
て
、

人
事
院
勧
告
に
準
じ
た
給
与
の
改
定
お

よ
び
人
事
異
動
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、

あ
わ
せ
て
３
７
１
０
万
円
余
を
減
額
す

る
と
と
も
に
、
下
水
道
事
業
費
特
別
会

計
に
お
け
る
人
件
費
の
減
額
に
伴
い
下

水
道
事
業
費
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
７

５
４
万
円
余
を
減
額
し
ま
し
た
。

《
歳
入
》

　

歳
出
に
伴
う
国
・
県
支
出
金
な
ど
を

計
上
す
る
ほ
か
、
繰
越
金
を
減
額
し
ま

し
た
。

《
繰
越
明
許
費
》

　

事
業
期
間
の
関
係
に
よ
り
、
翌
年
度

へ
の
繰
越
し
が
必
要
と
な
る
、
出
産
・

子
育
て
応
援
事
業
、
木
材
産
業
国
際
競

争
力
強
化
対
策
事
業
補
助
金
お
よ
び
境

港
港
湾
整
備
事
業
地
元
負
担
金
に
つ
い

て
、
新
た
に
繰
越
明
許
費
を
設
定
し
ま

し
た
。

■
国
民
健
康
保
険
費
特
別
会
計
補
正
予

算
　

申
請
件
数
の
増
加
に
伴
い
不
足
が
見

込
ま
れ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
係
る
傷
病
手
当
金
29
万
６
千
円
を

増
額
し
、
予
算
総
額
を
33
億
４
８
３
２

万
８
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
駐
車
場
費
特
別
会
計
補
正
予
算

　

消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の
納
付

額
の
増
加
に
伴
う
公
課
費
な
ど
63
万
６

千
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
を
６
０
４

９
万
９
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
下
水
道
事
業
費
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　

燃
料
単
価
の
高
騰
な
ど
に
よ
り
不
足

が
見
込
ま
れ
る
下
水
道
セ
ン
タ
ー
の
光

熱
水
費
な
ど
１
８
２
０
万
７
千
円
を
増

額
し
、
予
算
総
額
を
20
億
２
０
２
７
万

６
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

あ
わ
せ
て
、
汚
水
桝
新
設
工
事
に
つ

い
て
、
本
年
度
中
に
入
札
を
行
い
、
新

年
度
当
初
か
ら
切
れ
目
の
な
い
対
応
を

行
う
た
め
、
債
務
負
担
行
為
の
追
加
の

補
正
を
行
い
ま
し
た
。

■
下
水
道
事
業
費
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

　

各
費
目
の
人
件
費
に
つ
い
て
、
人
事

院
勧
告
に
準
じ
た
給
与
の
改
定
お
よ
び

人
事
異
動
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
あ
わ

せ
て
、
７
５
４
万
６
千
円
を
減
額
し
、

予
算
総
額
を
20
億
１
２
７
３
万
円
と
し

ま
し
た
。

■
境
港
市
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

　

地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
よ
り
、
職

員
の
定
年
を
65
歳
ま
で
段
階
的
に
引
き

上
げ
る
と
と
も
に
、
管
理
監
督
職
勤
務

上
限
年
齢
制
を
導
入
す
る
等
の
改
正
を

行
い
ま
し
た
。

■
定
年
引
上
げ
に
伴
う
関
係
条
例
の
整

備
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

定
年
の
引
上
げ
等
に
伴
い
、
職
員
の

給
与
お
よ
び
退
職
手
当
に
つ
い
て
、
国

家
公
務
員
に
準
じ
た
改
正
を
行
う
等
、

関
係
す
る
条
例
に
つ
い
て
、
所
要
の
整

備
を
行
い
ま
し
た
。

■
境
港
市
職
員
の
高
齢
者
部
分
休
業
に

関
す
る
条
例
の
制
定

　

地
方
公
務
員
法
の
規
定
に
基
づ
き
、

高
年
齢
と
し
て
定
め
る
職
員
に
つ
い
て

部
分
休
業
制
度
を
導
入
す
る
た
め
、
必

要
な
事
項
を
定
め
ま
し
た
。

■
境
港
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
等
の
一
部
改
正

　

職
員
の
勤
勉
手
当
お
よ
び
給
料
月
額

な
ら
び
に
特
別
職
等
の
期
末
手
当
な
ど

に
つ
い
て
人
事
院
勧
告
に
準
じ
た
改
正

を
行
い
ま
し
た
。

■
境
港
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正

　

占
用
使
用
料
を
徴
収
す
る
対
象
に
、

共
架
電
線
そ
の
他
上
空
に
設
け
る
線
類

を
追
加
し
ま
し
た
。

■
境
港
市
営
竜
ケ
山
球
場
な
ど
６
つ
の

体
育
施
設
の
指
定
管
理
者
に
境
港
市
ス

ポ
ー
ツ
協
会
を
指
定

■
境
港
市
民
温
水
プ
ー
ル
の
指
定
管
理

者
に
境
港
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
を
指

定■
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
に

小
板
勇
次
さ
ん
を
選
任

陳

情

の

審

議

結

果

■
不
採
択

◇
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
実
施
中

　

止
を
求
め
る
陳
情
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問い合わせ先　地域振興課　広報情報係　☎４７ー１０１０

※市報広告以外にも、ホームページバナー広告やはまるーぷバス広告などもあります。詳細について

　はお問い合わせください。

13　令和５年１月



　私たちの身のまわりには、障がいのある人にとって、さまざまな「障壁」（バリア）があります。

　私たちは、それらを除去するために、社会のいろいろな場面で「バリアフリー化」(障壁をなくす取り組み)を推進

しなければなりません。また、障がいのある人の自立や社会参加が阻まれる要因の一つとして、「障がいについての理

解や配慮の不足」があげられます。これらが原因となって、誤解や偏見も生じています。

　障がいとは、誰にとっても、身近なものであり、決して他人事ではありません。

障がいのある人が、障がいのない人とも共生し、尊重し合えるまちづくりを推進

していきましょう。

「障がい」を理解することからはじめよう
～共に生きるために～

誰もが自分らしく
いきいきと暮らせるまちを目指して

【問い合わせ先】
　地域振興課　人権政策室
　☎４７－１１０２

みんなで拓く
人権文化 233

　新型コロナウイルスへの「不安・恐れ」から、感染

者やその家族、医療従事者などへの「差別・偏見」が

生じています。感染された人やその家族、病院関係者

などに、誤った情報に基づく不当な差別、偏見があっ

てはなりません。

　これらを断ち切るには、不確かな情報に振り回され

ず、正しい情報に基づいた冷静な行動が大切です。ま

た、事態に対応しているすべての人に「敬意・感謝」

の気持ちを持つことが大切です。

　私たちは、高い人権意識を持って、共に連携し、あ

らゆる病気への正しい

理解を深め、思いやり

の気持ちを持って行動

したいものです。

　市では、年３回「人権学習講座」（境港 ふれあい・ほっ

とアカデミー）を開催しています。

　この作品は、性同一性障がいの

親と子どもの葛藤を通して、親子

のきずなや人権の大切さを訴える

作品です。小学生から大人まで、

どなたでも鑑賞いただけますので、

ぜひ、身近な人とお誘い合わせの

うえ、お出かけください。

▼と　き　1月14日（土）　開場：午後１時30分

　開演：午後２時　終演：午後３時３０分（予定）

　※入場無料、要予約

▼ところ　文化ホール

▼申し込み方法　電話、ファクシミリ、

　　　　　　　　右QRコードから

▼申込期限　１月１１日（水）

▼申し込み・問い合わせ先　地域振興課　人権政策室

　☎47－１１０２　　４４－３００１

演劇集団 あり 公演

人権劇「パパがママになる日」
～境港 ふれあい・ほっと アカデミー in ウインター～

正しい知識でなくそう　偏見・差別
～病気（新型コロナウイルス感染症など）と人権～

①心（意識上）のバリアフリー

　人々の心の中に潜む「障がいのある人への

無理解・無関心」をなくす。

②物質・物理面のバリアフリー

　障がいのある人が移動する際の「建物や通

路、交通機関」などの困難さをなくす。

③文化・情報面のバリアフリー

　新聞などの「活字の大きさ」や講演会での

「手話通訳」など、　情報伝達の工夫をする。

④制度面のバリアフリー

　障がいを理由に、従来「資格や免許」が取

得できなかったことについて、内容を見直す。

FAX
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エコらいふ通信　～豊かな自然を未来につなぐために～

【問い合わせ先】清掃センター　☎４２－３８０３　　環境衛生課　脱炭素推進係　☎４７－１０６０

　近年、リチウムイオン電池やモバイルバッテリーなどの小型充電式電池が一般ごみ（可燃物・不燃物）と共に排出

されたことにより、収集車や処理施設で火災につながる事例が発生しています。

　小型充電式電池は小さいものもあるため、一般ごみへ混入しないように注意し、購入店や回収協力店へ持ち込むよ

うにしてください。

小型充電式電池の廃棄についてのお願い

　１２月から清掃センターの解体工事が始まりました。

　解体工事期間中においても仮受施設を設置し、平常通り受け入れを行います。ただし、工事の関係から、次の点

について、ご理解とご協力をお願いします。なお、工事の完了は令和６年３月を予定しています。

①場内の搬入経路変更

　工事の進捗状況により、清掃センター場内の経路が変更となる予定です。搬入の際は、場内

の案内に従って通行してください。

②置場縮小による搬入抑制

　工事により、各ごみの置場が縮小されます。また、場内の混雑も予想されるため、皆さんに

はできるだけ各地区の集積所を利用していただき、多量の草木などは直接、下記の業者へ搬入

するなど、搬入量の削減にご協力をお願いします。

【草木の搬入先】（※処理料金や受入時間などについては各業者に直接お問い合わせください。）

◎有限会社山陰エコシステム　　　　　◎環境緑地株式会社

　境港市中海干拓地４５６　　　　　　　境港市西工業団地６７－２

　☎４７－５７００　　　　　　　　　　☎４７－０２４７

清掃センターの解体工事期間中も自己搬入できます

昨年度から、市内の小学校６年生を対象に、再生可能エネルギーなどをテーマとした環境教育の授業を実施して

います。

　今年度も１１月から１２月にかけて、市内小学校６校で実施しました。

　発電の種類や電気がどのように各家庭に来ているか、また、地球温暖化が地球に及ぼす影響などを学びました。

実験では、小型のコンピューターやLED、センサーなどを使用し、効率よく電気を使用するためのプログラミン

グを実際に行いました。

　市では、令和３年２月に「ゼロカーボンシティ」を宣言しました。２０５０年までに二酸化炭素の排出量を実質

ゼロとすることをめざし、今後も環境教育を行います。皆さんのご家庭でも、地球環境保護を考えてみてはいかが

でしょうか。一人ひとりが身近なできることから始めてみましょう。

環境についての学習を行っています

15　令和５年１月



【申し込み・問い合わせ先】 長寿社会課　地域包括支援センター　☎４７－１１３１

市報さかいみなと　16



　島根県や鳥取県を巡るバスに乗り、いちご狩りや散策で

楽しい恋の始まり！そして２月にドキドキ再会Party！

２度楽しめるイベントです。嬉しい出会いが待っている予

感！！

【とき・ところ】

◇第１回　島根　１月２２日（日）午前９時～午後６時

　　　　　　　　安来市役所集合（バスツアー）

　　　　　鳥取　１月２９日（日）午前９時～午後６時

　　　　　　　　米子駅周辺集合（バスツアー）

◇第２回　合同　２月１２日（日）午前１１時～午後３時

　　　　　　　　グランアクイール集合（チャペル）

※第１回には島根・鳥取のどちらかにしか参加できません。

【対象】 20歳代～40歳代の独身男女各15人（計60人）

米子市・境港市・出雲市・安来市・松江市・日吉津村・大

山町・南部町・伯耆町・日南町・日野町・江府町のいずれ

かにお住まいの人、通勤している人、または機会があれば

住んでみたいと考えている人

※応募者多数の場合は抽選により決定

※第１回参加者は第２回にも必ず参加してください。

【参加費】５５００円（当日払）※第２回の料金も含む

【申込期限】１月１１日（水）

【申込方法】

①電子メール（mail@nakoudotottori.jp）またはQR

　コードで申し込み（氏名・性別・年齢・電話番号・住所

　を入力。参加されるイベント名「in島根・in鳥取」と

　ご記入ください。）

②１月１３日（金）に参加決定者に電子メールでお知らせ

　します。

【問い合わせ先】

　Applause（アプローズ）米子支部  　☎21ー7979

　地域振興課　企画係　☎47ー1024

恋する♥トキメキ・バス婚ツアー in島根・鳥取

申し込みはこちら

境港郵便局長

17　令和５年１月



～まちの話題～

　国民年金は、老後や不測の事態で障がいを負ったときな

どの生活を支える制度です。２０歳になり、他の年金に加

入していない人には、日本年金機構から「国民年金加入の

お知らせ」や納付書等が届きます。

　国民年金制度の内容やメリット、保険料の納付方法や免

除の手続きなどは、わかりやすく動画でご案内しています

ので、日本年金機構のホームページをご覧ください。

▼保険料

　国民年金の保険料は、月額１６，５９０円（令和４年度）

です。納付方法は、納付書、口座振替、クレジット納付が

あり、前納による割引制度もあります。

※令和５年度の保険料は月額１６，５２０円となります。

▼保険料の免除・猶予

◇保険料の納付が困難な場合は、免除申請制度があります。

　世帯の所得状況に応じて、保険料の免除・猶予を受けら

　れます（所得状況により却下となる場合があります）。

◇学生の場合は、学生納付特例制度を利用すると納付が猶

　予されます。申請には、在学証明書（原本）か学生証の

　写しが必要です（対象とならない学校もあります）。

　詳しくはお問い合わせください。

▼免除・猶予期間の年金（ただし、一部納付は免除後の保

険料を納めていることが要件）

◇免除・猶予期間は、「年金を受け取る際の受給資格期間」

　に算入され、免除期間は納めた保険料により、年金額へ

　反映されます。

◇猶予・免除を受けた期間の保険料は１０年以内であれば

　追納することが可能ですが、３年度目以降になると加算

　額が加わります。

▼障害年金・遺族年金

　国民年金加入期間中の病気や事故により、障がいや死亡

という不測の事態が発生した場合、障がいの状態に応じて

障害基礎年金、対象となる遺族の人は遺族基礎年金を請求

することができますが、保険料の納付要件を満たしている

必要があります。

▼問い合わせ先

　◇日本年金機構　米子年金事務所　☎３４－６１１１

　◇市民課　保険年金係　☎４７－１０３５

２０歳になったら国民年金

　１月１日現在、市内で事業を行い事業用資産を所有して

いる人は、法の定めにより償却資産の申告が必要です。

　前年中に資産の異動がない場合や減価償却を終えている

場合、廃業・休業した場合も申告が必要です。

▼対象となる資産

　主な業種ごとの償却資産の対象資産（例）

※アパートや駐車場を経営している人も申告が必要です。

　（例）舗装路面、フェンス、側溝などの外構工事、自転

　　　車置き場、屋外の電気、簡易物置など

※貸店舗に施した内装設備は、借手側（テナント）の申告

　が必要です。

▼提出期限　１月３１日（火）

※郵送、eLTAX（電子申告）による提出も可能です。

※必要書類などは、下記お問い合わせ先もしくは市ホーム

　ページでご確認ください。

　なお、償却資産所有者を対象に申告内容の確認のために

実地調査を行う場合があります。調査の際には、ご協力を

お願いします。

▼提出・問い合わせ先

　税務課　固定資産税係　☎４７－１０１８

償却資産（固定資産税）の申告をお忘れなく！

主な業種 償却資産の対象となるもの（例）

共通
パソコン、ルームエアコン、レジスター、

看板、コピー機、舗装路面など

飲食店 接客用家具、厨房設備など

小売店 商品陳列ケース（冷凍・冷蔵機付を含む）など

漁業 漁船、漁網、魚群探知機、無線機など

農業 ビニールハウス、皮むき機、乾燥機、噴霧機など

道路除雪についてのお願い
　本格的な冬を迎え、積雪が心配される時期となりました。

　市では、生活道路の確保と安全な冬道対策として、除雪

作業を行っています。ご理解とご協力をお願いします。

▼除雪時の作業騒音にご理解ください

　朝の通勤・通学路の安全確保のため、深夜から早朝にか

けて作業を行うことがあります。除雪車のエンジン音や振

動でご迷惑をおかけしますが、ご理解ください。

▼除雪により玄関先などに寄せられた雪の除去にご協力ください

　除雪の際、やむを得ず玄関や車庫の前に雪を寄せる場合が

あります。出入口前は、各家庭での雪かきにご協力ください。

▼除雪の妨げとなる路上駐車はやめてください

　路上駐車をすると、その部分の除雪ができなくなり、交

通事故や渋滞の原因となります。
▼道路ぎわの樹木などは所有者で適正に管理しましょう

　道路ぎわにある樹木が、積雪により道路に倒れかかると、

通行の妨げとなり、交通事故の原因となります。

▼消火栓などの近くに駐車はやめてください

　道路には、万が一の消火活動に備えて、消火栓などの消

防設備が設置されています。

　これらの近くに車両を駐車されると、消火活動に影響す

ることが考えられます。積雪時は消火栓等の位置がわかり

にくくなるため、日ごろから自宅近くにある消防設備の確

認をお願いします。

▼問い合わせ先　管理課　管理係　☎４７－１０７３

市内の除雪路線

日本年金機構のホームページ

市報さかいみなと　18



～まちの話題～～まちの話題～

　地域の企業と中高生がチームを組み、ディスカッショ

ンをする「さんいんアフタースクール～ビジネス編～」

を11月12日に開催しました。参加した市内の中学生

も含めて6人は、社会人とグループになり、進路選択

で迷っていることや、将来就きたい職業についてなど、

幅の広い内容でディスカッションをしました。

　参加した中高生からは、「水木しげるロードを活性化

したい！」「チームになった会社に冬休みを利用して研

修に行く」「年上の人がいるうちに色んな大人と話をす

る」「目的の会社に就職する前に、その会社を利用する

職にも就いてみる」など、さまざまな意見が出ていまし

た。

　社会人からも、これからの社会では一つのことにとら

われずに、自分の好きなことや強みを活かしてさまざま

なことを経験する方がよい、などのアドバイスが出てい

ました。

『MINATOパフォーマンスフェスティバル』を開催！
　11月5日、みなとテラスオープンを記念して、子ど

もから大人まで自分の得意なパフォーマンスを披露する

『MINATOパフォーマンスフェスティバル』を開催し

ました。オープニングはあがりみち保育園園児によるバ

ルーン演技。色とりどりの大きなバルーンを使い、音楽

に合わせて様々な形を作ります。参加した20人の園児

たちの元気な声がいっぱいに響く楽しい演技となりまし

た。続いて、境高校の生徒による「エビカニクス・ダン

ス」。手作りのカニのハサミ型手袋をつけ、あがりみち

保育園の園児も一緒に楽しく踊りました。南部町から参

加の親子大道芸では、手作り獅子舞を繰り出して観客を

盛り上げました。フィナーレは管楽器ユニット、ブルー

バードによるすてきな演奏会。「魔女の宅急便」のテー

マソングなど、知っている曲に子どもたちも大喜び。子

どもから大人まで、世代を超えて交流できるイベントと

なりました。

『さんいんアフタースクール』を開催！

境高校の生徒と一緒にダンスをするあがりみち保育園児のみなさん ブルーバードの演奏に子どもたちも大喜び

社会人とチームになって対話をする生徒たち

　１２月１２日（月）、自衛隊と地域住民との交流を目

的として、航空自衛隊美保基地からなかはま保育園と境

ひまわり保育園の園児が招待され、クリスマスドロップ

が行われました。

　飛んできた輸送機からプレゼントが投下され、着陸し

た輸送機から、サンタクロースとトナカイが登場し、園

児たちにプレゼントを渡しました。参加した園児たちは、

大喜びでした。

C-2輸送機でサンタがやってきた！

プレゼントを受け取る園児たち
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　1月10日は「110番の日」

　110番は、皆さんが事件・事故などに遭われたり、目

撃したりした場合、皆さんの所へ警察官を緊急で向かわせ

るための「緊急専用電話」です。

　警察への相談・要望など、緊急でないものは、警察総合

相談電話（＃９１１０）または、各警察署、交番、駐在所

へ連絡してください。

【言葉や耳の不自由な方専用の緊急通報システム】

◇メール１１０番

Mailtottori110pipopa@view.ocn.ne.jp

◇ファクシミリ110番

　フリーダイヤル（０１２０－８５７－１１０）

◇110番アプリシステムのアプリで緊急通報

　利用するには、警察庁ウエブサイト（二次

　元コード）から専用の「110番アプリ」を

　ダウンロードし、事前登録が必要です。

◇電話リレーサービスを利用した緊急通報

「電話リレーサービス」とは、聞こえない人

　と聞こえる人をオペレータが通訳して電話

　でつなぐサービスで、事前登録が必要です。

　※ウェブサイトは二次元コード

情報あらかると

境港警察署からのお知らせ境港警察署からのお知らせ
境港警察署　☎44－0110

　あけましておめでとうございます。地域おこし協力隊

の德毛文孝です。

　昨年は、天候にも恵まれてたくさんの伯州綿を収穫す

る事ができました。そして伯州綿のイベント「てぬぐい

ひらひら」にも多くの人にご来場いただき、成功を納め

ることができました。すべてはご協力、ご支援頂いた皆

さまのおかげです。本当にありがとうございました。

　昨年を振り返ると、4月に東京から引越してきて、ま

ったくの初心者から始めた伯州綿の栽培。農業公社の岩

本さんや地域おこし協力隊の先輩の矢本夫妻に丁寧に教

えていただき、畑の準備から種まき、畑の管理方法、い

ざという時の対策などを身に付けることができ、収穫に

つなげることができました。

　次に小学校での伯州綿を用いた授業ですが、上道小と

渡小にて種まきから収穫、綿くりまでを通して子どもた

ちが伯州綿に触れる機会に立ち会えて、大変嬉しく思っ

ています。こうした機会は貴重で、続けて行くべきもの

だと思います。

　その他にも様々なイベントに参加しましたが、来場の

皆さまとのふれあい、他業種とのコンタクト、同業者な

どのつながりができ、今後の課題も見えてきて非常に大

きな刺激となりました。

　本年はさらに多くの人に伯州綿を知っていただけるよ

うに、ＰＲに力を注いでいきたいと思います。

地域おこし協力隊員だより
農政課　農業振興係　☎47－ 1049

地域地域

伯州綿

110番通報の適切な利用促進

　

こ
の
境
町
の
歴
史
を
綴
っ
た「
名
著
」

か
ら
、
お
伝
え
し
ま
す
。

【
童
時
代
の
遊
び
】

◇
坊
さ
ん
坊
さ
ん
何
処
行
く
の
・
・

　

か
つ
て
の
光
祐
寺
に
て（
松
ヶ
枝
町
）

◇
面
買
い
ご
っ
こ

　

幼
児
期
の
大
き
な
想
い
で
の
一
つ

◇
楽
し
さ
の
殿
堂
「
松
尾
呉
服
店
」

①
お
嫁
さ
ん
ご
っ
こ

　

広
い
敷
地
内
に
て
、
乗
り
物
の
な
い

時
代
、
和
服
に
松
葉
の
か
ん
ざ
し
を
挿

し
、
自
分
た
ち
の
つ
く
っ
た
汽
車
に
乗

る
誠
に
楽
し
い
遊
び
だ
っ
た
。

②
幻
灯
写
真

　

松
尾
屋
が
大
阪
か
ら
幻
燈
写
真
を

買
っ
た
と
の
噂
。
ラ
ジ
オ
も
テ
レ
ビ
も

無
い
大
正
時
代
、
田
舎
町
で
子
供
の
遊

び
に
こ
れ
だ
け
準
備
し
楽
し
ま
せ
て
く

れ
た
松
尾
屋
の
人
々
に
心
か
ら
感
謝
。

③
映
写
機
購
入

　

当
時
小
学
校
は
映
画
観
覧
を
禁
止
。

松
尾
屋
の
映
画
に
魅
せ
ら
れ
る
。

◇
大
道
（
里
見
）
邸
で
の
遊
び

①
学
校
ご
っ
こ

　

里
見
家
は
旧
家
で
立
派
な
建
物
。
風

呂
場
、
脱
衣
場
が
教
室
に
。
西
小
路
の

子
供
達
の
比
類
な
き
楽
し
み
の
殿
堂
。

②
部
屋
が
子
供
の
遊
戯
場

　

女
の
子
は
ば
ん
ば
さ
ん
、
ま
ま
ご
と
。

男
の
子
は
将
棋
、軍
人
合
せ
、ぺ
っ
た
り
。

【
幾
多
楼
の
思
い
出
】

　

私
の
幼
い
頃
の
境
町
は
、
第
一
次
世

界
大
戦
の
勝
利
を
満
喫
し
、
そ
の
喜
び

を
高
級
料
亭
幾
多
楼
に
発
散
し
に
行
っ

て
い
る
気
配
さ
え
し
て
い
た
。

◇
ま
ま
ご
と
の
メ
ッ
カ
生
田
屋

　

境
町
の
東
西
か
ら
級
友
集
ま
る
。

◇
百
畳
の
間
の
か
る
た
取
り

　

幾
多
楼
の
大
広
間
に
て
源
平
に
分
か

れ
百
人
一
首
の
か
る
た
取
り
。

【
大
正
時
代
の
娯
楽
】

◇
日
の
出
館
に
懐
う

　

こ
の
劇
場
は
芝
居
も
や
っ
て
い
た
が
、

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
こ
ろ
ハ
イ
カ
ラ

に
な
り
活
動
写
真
の
常
設
館
と
な
っ
た
。

◇
幸
座
（
港
映
劇
）

　

芝
居
が
来
れ
ば
西
小
路
か
ら
も
瀬
崎

か
ら
も
重
詰
を
持
ち
、
小
父
さ
ん
達
は

酒
瓶
を
提
げ
て
、
盆
も
正
月
も
一
緒
に

来
た
様
な
顔
を
し
な
が
ら
幸
座
へ
。

◇
栄
座
の
柿
落
し

　

大
正
14
年
３
月
、
場
所
は
や
よ
い
デ

パ
ー
ト
の
あ
っ
た
所
。
殿
中
刃
傷
の
場

は
六
十
数
年
後
の
今
で
も
内た

く
み
の
か
み

匠
頭
の
直ひ

れ

垂た
れ

姿す
が
たが
瞼
の
裏
に
残
っ
て
い
る
。

◇
軽
業
師
の
一
団

　

日
の
出
館
南
の
空
き
地
で
年
に
一
度

の
巡
業
あ
り
。
幼
い
子
の
綱
渡
り
、
真

剣
な
技
に
感
激
し
て
涙
を
流
す
見
物
人
。

こ
の
子
達
に
は
親
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

当
時
、
親
が
子
を
叱
る
の
に
一
番
怖
い

言
葉
は
「
軽
業
師
に
売
っ
ち
ゃ
あ
ぞ
。」

だ
っ
た
。　
　

編
集【
市
史
編
さ
ん
室
】

境
港
史
話
『
温
故
知
新
』（

境
港
史
話
『
温
故
知
新
』（
6666
））

矢
倉
節
子
「
西
小
路
界
隈
」

矢
倉
節
子
「
西
小
路
界
隈
」
⑤⑤
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情報あらかると

消費生活相談室　☎47－ 1106 FAX 44－ 7957

247消費生活相談室です消費生活相談室です
水産商工課　経済交流係　☎47－ 1029

多  文  化  共  生多  文  化  共  生  vol.21

　皆さん、チュック　ムン　ナム　モイ（あけましておめ

でとうございます）。国際交流員のクァンです。今回はベ

トナムのお正月を紹介します。

　ベトナムでは日本と違って、旧暦で新年を祝います

（２０２３年は１月２２日）。旧正月「テト」は一年で一番

大切な行事であり、家族が集まり、祖先に感謝を伝え、幸

せな１年を祈ります。

　ベトナムでは「赤」や「黄」

は縁起が良い色とされるため、

テトが近づくと、赤と黄色の

国旗を家に飾ったり、家に飾る

ための桃の花（北部）や黄色い

花（南部）、金柑などを買って

バイクで運ぶところをよく見か

けます。

　テトの最初の訪問者が新年に幸運をもたらすという風習

「ソンニャー」があるため、縁起が良いとされる年男・年

女には、事前に「うちに来てくださいね」とお願いするこ

とが多いです。

　また、逆に元旦にゴミを出すのは、新年の幸運も一緒に

捨ててしまうと言われ、やってはいけないこととされてい

ます。

　ベトナムのお正月の定番料理には、ちまきや茹で鶏肉、

おこわが欠かせません。特にお供え料理として使われてい

る鶏は雄鶏でなくてはなりません。必ず丸々一羽使います。

　近年では以前に比較して簡略化される傾向ですが、ベト

ナム人にとって、テトは変わらず特別な意味を持っていま

す。

　お母さんからお子さんにプレゼントした免疫は時期

が過ぎるにしたがって自然に失われていきます。この

ため予防接種を受け、お子さん自身が免疫を作って病

気を予防する必要があります。定期予防接種は種類ご

とに接種する年齢が決められており、その期間を過ぎ

ると接種費用が有料となります。

　お子さんが２歳になるまでは多くの予防接種が接種

勧奨されているため、接種漏れは少ないのですが、５

歳 ( 年長児 )、９歳（小学4年生）、１１歳（小学６年生）

から接種が始まる予防接種については気づかない人が

比較的多い傾向にあります。お子さんの母子健康手帳

の予防接種記録を確認し、未接種のものがある場合に

は、接種を受けましょう。

　接種には予診票が必要です。失くされた人は母子健

康手帳をお持ちのうえ、市役所で再交付を受けてくだ

さい。接種の順番等ご不明な点は、かかりつけ医や市

役所にご相談ください。

▼問い合わせ先　健康推進課　☎４７－１０４２

保健師の
　　  ちょっと一言

「まだ接種していない予防接種はありま
せんか？」

　民法が改正され、令和４年４月から成年年齢が２０歳か

ら１８歳に引き下げられました。

　大人になると、自分の意思で自由に契約することができ

る一方で、未成年者の時のような契約を法定代理人が取り

消すことができる権利は行使できなくなります。

　契約に関する知識や社会経験が少ない若者をねらう悪質

な事業者も存在するので注意が必要です。

【大人になられた皆さんに気を付けてほしいトラブル】

◇健康食品や化粧品などの『定期購入』トラブル

◇副業・情報商材やマルチなどの『もうけ話』トラブル

◇出会い系サイトやマッチングアプリの『出会い系』トラ

　ブル

◇デート商法などの『異性・恋愛関連』トラブル

◇賃貸住宅や電力の契約など『新生活関連』トラブル

◇エステや美容医療などの『美容関連』トラブル

◇消費者金融からの借り入れやクレジットカードなどの

　『借金・クレカ』トラブル

◇スマホやネット回線などの『通信契約』トラブル

【アドバイス】

◇一度結んだ契約は容易にやめることはできません。うま

　い話に飛びついたり、軽い気持ちで契約しないようにし

　ましょう。

◇契約を急かされても慌てず、不要な場合はきっぱり断り

　ましょう。

◇困ったときは早めにご相談ください。

▼相談受付時間

　月～金曜日

　午前９時～正午、午後１時～４時

祝！成人の日「１８歳から大人！」ベトナムのお正月

桃の花を運ぶバイク

21　令和５年１月



informationinformation

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ 

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

　

感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
掲

　

載
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
な

　

ど
が
急
遽
中
止
や
延
期
と
な
る
場

　

合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い

　

合
わ
せ
先
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

【
日
曜
交
付
窓
口
】

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
、
電

子
証
明
書
の
更
新
、
暗
証
番
号
の
再
設
定
、

保
険
証
利
用
・
公
金
受
取
口
座
の
登
録
、

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
し
込
み
サ
ポ
ー
ト

▼
と　

き

　

１
月
15
日
（
日
）・
29
日
（
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
０
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

市
民
課
窓
口

▼
必
要
書
類

◇
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
・
電
子
証

　

明
書
発
行
通
知
書
兼
照
会
書

◇
通
知
カ
ー
ド
（
お
持
ち
の
人
）

◇
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

◇
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
受
け
取
る
プ

　

リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
な
ど

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
サ

　

ポ
ー
ト
（
顔
写
真
無
料
撮
影
）
は
、

折
り
込
み
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
込
期
限
は

２
月
末
で
す
。

早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

家
屋
調
査
の
お
願
い

　

次
の
要
件
に
該
当
す
る
家
屋
は
、

固
定
資
産
税
課
税
の
た
め
家
屋
調
査

が
必
要
で
す
。
調
査
員
が
調
査
に
伺

い
ま
す
の
で
、
調
査
が
終
了
し
て
い

な
い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
家
屋
の
新
築
・
増
築

　

昨
年
中
に
新
築
・
増
築
し
た
家
屋

（
物
置
、
車
庫
を
含
む
）
は
、
令
和

５
年
度
か
ら
固
定
資
産
税
が
課
税
さ

れ
ま
す
。

▼
家
屋
の
取
り
壊
し

　

昨
年
中
に
取
り
壊
し
た
家
屋
は
、

令
和
５
年
度
か
ら
課
税
さ
れ
な
く
な

り
ま
す
。

▼
家
屋
の
用
途
変
更

　

店
舗
・
倉
庫
な
ど
で
使
用
し
て
い

た
家
屋
を
改
修
工
事
で
住
宅
に
す
る

な
ど
用
途
変
更
し
た
場
合
は
、
翌
年

度
以
降
の
税
額
が
変
わ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

特
に
用
途
を
住
宅
に
変
更
し
た
場

合
は
、
住
宅
用
地
の
特
例
で
土
地
の

税
額
が
減
額
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
登
記
さ
れ
て
い
る
家
屋
の
内
容
に

　

変
更
が
生
じ
た
場
合
は
、
法
務
局

　

へ
の
届
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

　

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　

固
定
資
産
税
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
１
８

【
申
請
期
限
間
近
】
事
業
者

価
格
高
騰
対
策
支
援
金

　

燃
油
や
原
材
料
な
ど
の
価
格
高
騰

の
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
市
内

事
業
者
に
対
し
、
市
独
自
の
支
援
金

を
給
付
し
ま
す
。

▼
主
な
給
付
要
件

①
市
内
に
本
社
ま
た
は
本
店
と
な
る

　

事
業
所
を
有
す
る
こ
と
（
業
種
は

　

問
い
ま
せ
ん
）

②
燃
油
や
原
材
料
な
ど
の
価
格
高
騰
の

　

影
響
に
よ
り
、
令
和
４
年
４
月
〜

　

９
月
の
間
の
連
続
し
た
任
意
の
３

　

カ
月
間
の
営
業
利
益
率
が
、
令
和

　

３
年
の
同
期
間
と
比
較
し
て
５
ポ

　

イ
ン
ト
以
上
減
少
し
て
い
る
こ
と

③
法
人
の
場
合
は
直
近
事
業
年
度
分

　

の
売
上
高
が
１
２
０
万
円
以
上
あ

　

る
こ
と
、
個
人
の
場
合
は
令
和
３

　

年
分
の
売
上
高
が
60
万
円
以
上
あ

　

る
こ
と

④
市
が
今
年
度
給
付
す
る
他
の
価
格

　

高
騰
対
策
に
関
す
る
給
付
金
を
受

　

給
し
て
い
な
い
こ
と

　

こ
の
ほ
か
、
事
業
収
入
の
申
告
を

し
て
い
る
、
市
税
に
滞
納
が
な
い
な

ど
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
②

と
③
の
要
件
に
つ
い
て
は
、
新
規
創

業
者
特
例
を
設
け
て
い
ま
す
。

▼
給
付
額

◇
法
人　

一
律
10
万
円

◇
個
人　

一
律
５
万
円

※
複
数
店
舗
あ
る
場
合
も
一
律

▼
申
請
期
限　

１
月
31
日
（
火
）

※
郵
送
の
場
合
は
、
当
日
消
印
有
効

　

詳
細
な
給
付
要
件
や
提
出
書
類
な

ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
確

認
で
き
ま
す
。

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

水
産
商
工
課　

商
工
振
興
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
５
６

第
２
弾
さ
か
い
み
な
と
応
援
券
が

手
元
に
残
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

市
で
は
、
燃
油
や
原
材
料
な
ど
の

価
格
高
騰
、
そ
れ
に
伴
う
商
品
価
格

の
値
上
げ
な
ど
に
よ
り
大
き
な
影
響

が
及
ん
で
い
る
地
域
経
済
や
市
民
生

活
を
支
援
す
る
た
め
、
市
内
取
扱
店

舗
で
の
買
物
や
食
事
な
ど
の
際
に
利

用
で
き
る
「
第
２
弾
さ
か
い
み
な
と

応
援
券
」
を
、
11
月
に
各
世
帯
へ
お

送
り
し
ま
し
た
。

　

利
用
期
限
は
２
月
末
で
す
の
で
、

お
忘
れ
の
な
い
よ
う
早
め
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
ご
利
用
い
た
だ
け
る
店

舗
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で

き
ま
す
。

　

ま
た
、
不
在
な
ど
で
応
援
券
を
受

け
取
ら
れ
て
い
な
い
人
は
、
水
産
商

工
課
で
受
け
取
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

水
産
商
工
課　

商
工
振
興
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
５
６

有　
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電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等

価
格
高
騰
緊
急
給
付
金

　

１
月
31
日
（
火
）
ま
で
に
申
請
が

必
要
で
す
。

【
給
付
対
象
と
な
る
世
帯
】

▼
令
和
４
年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯

　

対
象
と
思
わ
れ
る
世
帯
に
確
認
書

ま
た
は
申
請
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

▼
家
計
急
変
世
帯
（
令
和
４
年
１
月
以
降

の
収
入
に
よ
る
家
計
急
変
の
み
が
対
象
）

　

申
請
日
時
点
で
境
港
市
に
住
民
登

録
が
あ
り
、
予
期
せ
ず
家
計
が
急
変

し
、
世
帯
員
全
員
が
令
和
４
年
度
住

民
税
非
課
税
相
当
の
水
準
と
な
っ
た

世
帯
が
対
象
。

※
い
ず
れ
も
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て

　

い
る
人
の
扶
養
親
族
な
ど
の
み
か
ら

　

な
る
世
帯
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※
ど
ち
ら
の
要
件
に
該
当
し
て
も
、

　

給
付
金
の
支
給
は
１
回
限
り
で
す
。

※
令
和
３
年
度
、
令
和
４
年
度
い
ず

　

れ
か
の
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に

　

対
す
る
臨
時
特
別
給
付
金
（
10
万
円
）

　

受
給
済
み
で
あ
っ
て
も
、
要
件
に

　

該
当
す
れ
ば
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　
　
　
　

　

価
格
高
騰
給
付
金
担
当

　
　
　
　
　
　
　

☎
46
‐
０
２
５
１

肥
料
価
格
高
騰
対
策
事
業

　

肥
料
価
格
の
高
騰
が
農
業
経
営
に

与
え
る
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、
肥
料

の
購
入
費
用
の
一
部
を
支
援
し
ま
す
。

▼
対　

象

　

農
産
物
を
生
産
・
販
売
す
る
農
家

▼
対
象
経
費

◇
令
和
４
年
秋
肥

　

昨
年
６
月
〜
10
月
ま
で
に
購
入
ま

　

た
は
予
約
注
文
が
確
定
し
た
肥
料

◇
令
和
５
年
春
肥

　

昨
年
11
月
〜
２
月
ま
で
に
購
入
ま

　

た
は
予
約
注
文
が
確
定
し
た
肥
料

▼
支
援
内
容　

　

前
年
度
か
ら
の
肥
料
費
増
額
分
の

う
ち
９
割
程
度
に
相
当
す
る
額
を
支

援
金
と
し
て
交
付
。

▼
申
請
窓
口　

　

農
業
再
生
協
議
会
（
市
役
所
分
庁

舎
農
政
課
内
）、
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
さ

か
い
み
な
と

※
手
続
き
や
支
援
内
容
の
詳
細
は
、

　

申
請
窓
口
に
設
置
し
て
あ
る
チ
ラ

　

シ
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

　

く
だ
さ
い
。

▼
申
請
期
限　

２
月
28
日
（
火
）

▼
問
い
合
わ
せ
先　

　

農
政
課　

農
業
振
興
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
４
９

「
一
株
植
樹
」
運
動
に
ご
協
力
を

　

｢

一
株
植
樹｣

運
動
は
、
毎
年
実

施
し
て
い
る
緑
化
推
進
運
動
の
一
つ

で
、
記
念
植
樹
や
家
庭
環
境
の
緑
化

な
ど
に
適
し
た
優
良
な
苗
木
を
格
安

で
斡
旋
し
ま
す
。

▼
樹　

種

　

豊
後
ウ
メ
、
オ
リ
ー
ブ
、
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
、
温
州
ミ
カ
ン　

ほ
か
約
23
種

※
苗
木
の
花
の
色
な
ど
は
指
定
で
き

　

ま
せ
ん
。

▼
価　

格
（
一
株
）

　

１
４
０
円
〜
１
１
０
０
円

▼
苗
木
の
配
布　

３
月
９
日
（
木
）

▼
申
し
込
み
方
法

　

農
政
課
（
分
庁
舎
）
に
用
意
し
て

あ
る
申
込
書
に
記
入
し
、
代
金
を
添

え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限　

２
月
10
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

農
政
課　

農
業
振
興
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
４
９

農
業
委
員
会
情
報

【
農
地
の
相
続
に
つ
い
て
】

　

農
地
を
相
続
し
た
と
き
は
、
農
業

委
員
会
に
届
出
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
（
農
地
法
第
３
条
の
３
）。
こ

れ
は
、
相
続
で
農
地
を
取
得
し
た
人

を
把
握
し
、
農
地
の
貸
し
借
り
な
ど

に
際
し
て
、
手
続
き
を
円
滑
に
進
め

る
た
め
の
制
度
で
す
。
近
年
、
相
続

手
続
き
が
さ
れ
て
い
な
い
農
地
が
増

加
し
て
お
り
、
農
地
の
貸
し
借
り
に

支
障
を
き
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

届
出
は
、農
業
委
員
会
事
務
局（
市

役
所
分
庁
舎
農
政
課
内
）
の
窓
口
で

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
所

有
者
の
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
速
や

か
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
市
で
は
畑
地
の
貸
し
借
り

（
農
業
振
興
地
域
内
に
限
る
）
を
進

め
て
い
ま
す
の
で
、
耕
作
さ
れ
て
い

な
い
畑
を
お
持
ち
の
人
は
、
ぜ
ひ
事

務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
５
３

乳
が
ん
検
診
の
委
託
医
療
機
関
追
加

　

米
子
市
の
鈴
木
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
追

加
と
な
り
ま
し
た
。

　

が
ん
検
診
は
、
２
月
末
ま
で
受
診

が
で
き
ま
す
の
で
、
ま
だ
受
診
さ
れ

て
い
な
い
人
は
、接
種
券
を
確
認
し
、

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課　

保
健
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
４
１

第　

回
高
齢
者
に
よ
る
高
齢
者
の

た
め
の
交
通
安
全
川
柳
大
会
の
結
果

　

１
２
３
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
選
考

結
果
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、応
募
い
た
だ
い
た
作
品
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
最
優
秀
賞
】

俺
ベ
テ
ラ
ン　

自
信
過
剰
が　

事
故
を
呼
ぶ　

　
　
　

上
道
町　

青
春
落
ち
こ
ぼ
れ

【
優
秀
賞
】　

急
が
な
い　

横
断
歩
道
は　

す
ぐ
そ
こ
に

　
　
　
　
　
　
　

渡
町　

タ
イ
ジ
ン

運
転
に　

不
安
が
あ
れ
ば　

自
主
返
納

　
　
　
　

上
道
町　

マ
イ
カ
ー
旅
人

▼
問
い
合
わ
せ
先　

　

自
治
防
災
課　

自
治
防
災
係　

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
２
３
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入
札
結
果

※
予
定
価
格
が
１
千
万
円
以
上
の
入

　

札
に
つ
い
て
公
表
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

管
理
課　

管
理
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
７
３

市
営
墓
地
の
空
き
状
況

　

（
12
月
１
日
時
点
）

◇
馬
場
崎
墓
地　

29
区
画

◇
中
央
墓
園　

54
区
画

◇
夕
日
ヶ
丘
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク　

21
区
画

※
空
き
区
画
は
新
規
の
申
し
込
み
や

　

墓
地
区
画
の
返
還
に
よ
り
変
動
し

　

ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

　

載
し
て
い
ま
す
。

※
市
営
墓
地
以
外
の
場
所
で
の
墓
地

　

の
新
設
や
既
設
墓
地
な
ど
の
区
域

　

を
変
更
・
廃
止
を
す
る
場
合
は
、

　

法
律
で
許
可
が
必
要
で
す
。
許
可

　

を
得
な
い
で
新
設
す
る
と
、
使
用

　

を
制
限
も
し
く
は
禁
止
す
る
こ
と

　

が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

都
市
整
備
課　

都
市
政
策
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
６
５

み
な
〜
と
カ
フ
ェ

【「
い
ろ
い
ろ
な
線
と
色
で
あ
そ
ぼ
う
」

〜
ク
リ
ニ
カ
ル
ア
ー
ト
（
臨
床
美
術
）
〜
】

　

オ
イ
ル
パ
ス
テ
ル
で
色
を
塗
り
重

ね
て
作
品
を
作
り
ま
す
。
上
手
い
下

手
も
関
係
な
く
、
小
さ
な
お
子
さ
ん

か
ら
高
齢
者
ま
で
誰
も
が
夢
中
に
な

れ
る
ア
ー
ト
で
す
。

▼
と　

き　

２
月
４
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　

（
旧
市
民
図
書
館
）　

▼
講　

師

　

小
川
沙
織
さ
ん
（
臨
床
美
術
士
）

▼
定　

員

10
人

▼
参
加
費　

１
人
５
０
０
円　

(

ポ
ス
ト
カ
ー
ド
、
フ
レ
ー
ム
代)

▼
申
込
期
限

1
月
28
日
（
土
）　

※
当
日
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
２
０
４

第
20
回
カ
ニ
感
謝
祭

　

カ
ニ
を
奉
納
し
、
カ
ニ
の
豊
漁
や

安
全
を
祈
念
し
ま
す
。

　

ま
た
、
カ
ニ
汁
の
ふ
る
ま
い
や
芸

能
披
露
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

▼
と
き
・
と
こ
ろ　

１
月
15
日
（
日
）

◇
式　

典　

水
木
し
げ
る
記
念
館
前

◇
奉　

納　

妖
怪
神
社

◇
ふ
る
ま
い　

し
お
さ
い
会
館
前

　

（
午
前
11
時
〜
）

※
パ
レ
ー
ド
は
中
止
し
ま
す
。

※
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
商
店
街
で
当

　

日
お
買
い
物
さ
れ
た
人
、
３
０
０

　

人
に
カ
ニ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

※
内
容
が
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

境
港
カ
ニ
水
揚

げ
日
本
一
Ｐ
Ｒ
実
行
委
員
会
（
水
産

商
工
課
内
）　
　

☎
47
‐
１
０
５
５

竜
ヶ
山
公
園
周
辺
エ
リ
ア

整
備
事
業
説
明
会

　

竜
ヶ
山
公
園
周
辺
エ
リ
ア
（
竜
ヶ

山
球
場
の
南
側
周
辺
）
で
、
令
和
６

年
度
か
ら
、
屋
根
付
き
広
場
な
ど
の

整
備
事
業
に
着
手
す
る
予
定
と
し
て

お
り
ま
す
。
整
備
に
あ
た
り
、
整
備

事
業
概
要
の
説
明
会
を
実
施
し
ま
す
。

　

参
加
希
望
者
は
、
１
月
10
日
（
火
）

ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き　

１
月
12
日
（
木
）

　

午
後
７
時
〜
８
時

▼
と
こ
ろ　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　

２
階　

大
会
議
室

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

都
市
整
備
課　

都
市
政
策
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
６
６

地区 と　き ところ

渡 1月 20日（金）午後7時～ 9時 渡公民館

外江 2月１日（水）午後7時～ 9時 外江公民館

境 1月 22日（日）午後２時～４時 境公民館

上道 1月 26日（木）午後7時～ 9時 上道公民館

余子 1月 30日（月）午後7時～ 9時 余子公民館

誠道 2月２日（木）午後7時～ 9時 誠道公民館

中浜 1月 24日（火）午後7時～ 9時 中浜公民館

原子力災害発生時の避難計画「地区別パンフレット」説明会

タイムラインに沿った避難行動を新たに作成しました。

▼対　象　該当地区にお住いの人　※マスク着用

※境地区の説明会のみ市内在住者が対象です。

▼定　員 ３０人（予約制）※境公民館は４０人

▼申込期限　１月１６日（月）

▼申し込み・問い合わせ先（電話、ファクシミリ、電子メール）

　自治防災課　☎４７ー１０７１　　４６ー０２９９

　　jichibousai@city.sakaiminato.lg.jp

informationinformation

催催 

しし

工事名

（業務名）

落札額

（落札率）
落札者

下ノ川承水路改築
工事（２工区）

69,740千円
（99.8％）

コーワ建設㈲

下ノ川雨水幹線修
繕工事（３工区）

58,410千円
（91.8％）

㈱木下建設

境港市３D都市モ
デル作成業務委託

19,250千円
（94.0％）

国際航業㈱
岡山営業所

上道82号線 1号橋
ほか5橋修繕工事

15,121千円
（98.6%）

㈱境栄工業

有　
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拉
致
問
題
シ
ネ
マ
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
め
ぐ
み
へ
の
誓
い
」

▼
内　

容

◇
講
演

◇
映
画
「
め
ぐ
み
へ
の
誓
い
」
上
映　

ほ
か

▼
と　

き　

１
月
15
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

▼
と
こ
ろ　

　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー　

国
際
会
議
室

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
し
込
み
方
法

　

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

　

く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限　

　

１
月
12
日
（
木
）
正
午

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
総
務
部
人
権
局
人
権
・
同

和
対
策
課

　
　

☎
０
８
５
７
‐
26
‐
７
５
９
０

　
　
　

０
８
５
７
‐
26
‐
８
１
３
８

　

jin
k
e
n
@
p
re
f.to
tto
ri.lg
.jp

大
人
の
た
め
の
「
自
分
も
相
手

も
大
切
に
す
る
伝
え
方
」
講
座

▼
対　

象　

　

鳥
取
県
に
在
住
ま
た
は
通
勤
し
て

い
る
人

▼
と　

き　

１
月
21
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分　
　

▼
と
こ
ろ　

　

倉
吉
交
流
プ
ラ
ザ
視
聴
覚
ホ
ー
ル

▼
講　

師　

竹
田
伸
也
さ
ん

　

（
鳥
取
大
学
医
学
部
教
授
）

▼
定　

員　

70
人
＋
オ
ン
ラ
イ
ン
受

講
者
（
要
申
込
）

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
期
限　

１
月
13
日
（
金
）

※
講
座
を
中
止
ま
た
は
変
更
す
る
場

　

合
は
、
よ
り
ん
彩
公
式
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

よ
り
ん
彩

　
　

☎
０
８
５
８
‐
23
‐
３
９
０
１

　

y
o
rin
sa
i@
p
re
f.to
tto
ri.lg
.jp

ス
キ
ー
教
室
・
大
会
参
加
者

【
市
民
ス
キ
ー
教
室
】

▼
対　

象　

　

中
学
生
以
上
の
市
内
在
住
者
お
よ

び
勤
務
者

▼
と　

き　

２
月
５
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜

３
時
（
受
付　

午
前
９
時
30
分
）

▼
と
こ
ろ

　

だ
い
せ
ん
ホ
ワ
イ
ト
リ
ゾ
ー
ト

▼
講　

師

　

全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
公
認
指
導
員

▼
受
講
料　

２
０
０
０
円

▼
募
集
人
数　

10
人
（
先
着
順
）

▼
申
込
期
限　

２
月
３
日
（
金
）

【
第
54
回
境
港
市
民
総
合
体
育
大
会

（
ス
キ
ー
競
技
の
部
）
兼
第
67
回
境

港
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
大
会
】

▼
参
加
資
格

　

市
内
在
住
者
お
よ
び
勤
務
者
な
ら

び
に
境
港
市
ス
キ
ー
協
会
員

※
オ
ー
プ
ン
参
加
資
格
は
、
市
内
在

　

住
者
・
勤
務
者
以
外
も
認
め
ま
す
。

▼
と　

き　

２
月
19
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜

▼
と
こ
ろ　

　

だ
い
せ
ん
ホ
ワ
イ
ト
リ
ゾ
ー
ト

　

（
上
ノ
原
エ
リ
ア
）

▼
競
技
種
目

　

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム

▼
組　

別

◇
ス
キ
ー
の
部

　

小
学
生
男
子
、
小
学
生
女
子
、
一

　

般
男
子
（
中
学
生
以
上
）
、
一
般

　

女
子
（
中
学
生
以
上
）

◇
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
部

　

ジ
ュ
ニ
ア
の
部
（
中
学
生
以
下
）
、

　

男
子
の
部
（
オ
ー
プ
ン
）
、
女
子

　

の
部
（
オ
ー
プ
ン
）

※
年
齢
基
準
は
大
会
当
日
の
満
年
齢
。

▼
表　

彰　

各
部
３
位
ま
で
が
入
賞

▼
申
込
期
限　

　

２
月
９
日
（
木
）
午
後
５
時

【
共　

通
】

※
競
技
中
の
事
故
に
つ
い
て
、
一
切

　

責
任
は
負
い
ま
せ
ん
。
各
自
で
傷

　

害
保
険
に
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
感
染
症
の
状
況
や
気
象
条
件
な
ど

　

で
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
（
市
民
体

育
館
内
）　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

☎
42
‐
６
７
７
０

令
和
５
年
度
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
入
会

※
夕
日
ヶ
丘
学
童
ク
ラ
ブ
（
民
間
）

　

は
、
市
の
入
会
基
準
と
異
な
り
ま

　

す
の
で
、
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。（
受
付
期
限
１
月
16
日（
月
））

▼
対　

象　

　

今
年
４
月
に
小
学
校
に
在
学
し
て

い
て
就
労
な
ど
の
理
由
に
よ
り
昼
間

家
庭
に
父
母
な
ど
が
い
な
い
児
童

▼
受
付
期
間
な
ど

　

１
月
10
日
（
火
）
〜
31
日
（
火
）

※
先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
審
査

　

に
よ
っ
て
入
会
決
定
し
ま
す
。

※
申
請
書
類
は
、
児
童
ク
ラ
ブ
ま
た

　

は
教
育
委
員
会
で
配
布
し
ま
す
。

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー

　

ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
現
在
入
会
し
て
い
る
人
も
入
会
申

　

請
が
必
要
で
す
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
低
学
年

　

の
児
童
を
優
先
す
る
た
め
、
待
機

　

と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

▼
提
出
先

　

入
会
を
希
望
さ
れ
る
児
童
ク
ラ
ブ

に
申
請
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

◇
教
育
委
員
会　

教
育
総
務
課　

　

学
事
係　
　
　

☎
47
‐
１
０
８
５

◇
各
児
童
ク
ラ
ブ

informationinformation

募募  

集集

クラブ名 住　所 電話番号

渡児童クラブ 渡町1424番地（旧こまどり幼稚園内） 090－ 6832－ 0098

外江児童クラブ 外江町2105番地（外江小学校内） 090－ 5376－ 8610

境児童クラブ 湊町27番地（境小学校内） 090－ 9412－ 6543

上道児童クラブ 上道町3026番地（上道小学校クラブハウス内） 090－ 7509－ 3145

余子児童クラブ 竹内町3117番地（余子小学校内） 080－ 5615－ 2905

中浜児童クラブ 小篠津町450番地（しらぎく会館内） 090－ 7374－ 4020

夕日ヶ丘学童クラブ 夕日ヶ丘1丁目 66番地 45－ 4433

Mail

有　

料　

広　

告

Mail

FAX
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informationinformation

歯
科
検
診
・
フ
ッ
素
塗
布

　

主
に
歯
の
染
め
だ
し
、
歯
み
が
き

指
導
、
歯
科
検
診
、
フ
ッ
素
塗
布

▼
対　

象　

　

実
施
日
に
お
お
む
ね
1
歳
9
カ
月

〜
2
歳
9
カ
月
未
満
ま
で
の
幼
児

▼
条　

件　

　

前
回
フ
ッ
素
塗
布
し
て
か
ら
3
カ

月
以
上
空
い
て
い
る
こ
と

※
１
人
あ
た
り
年
に
1
〜
2
回
実
施

　

可
能
。
初
回
の
人
を
優
先

▼
と　

き　

３
月
７
日
（
火
）

　

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
持
ち
物　

　

歯
ブ
ラ
シ
、
コ
ッ
プ
、
タ
オ
ル
1

枚
、
母
子
健
康
手
帳

※
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で
お
越
し
く

　

だ
さ
い
。

▼
定　

員　

20
人　

（
予
約
制
）

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

健
康
推
進
課　

保
健
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
４
３

市
民
向
け
「
筆
談
セ
ミ
ナ
ー
」
受
講
者

　

き
こ
え
な
い
・
き
こ
え
に
く
い
人

な
ど
へ
の
情
報
提
供
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
円
滑
に
で
き
る
よ
う
、

筆
談
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
え
ま
す
。

▼
対　

象　

　

高
校
生
以
上
で
筆
談
に
関
心
の
あ

る
人
、
仕
事
で
窓
口
対
応
に
携
わ
る
人

▼
内　

容　

実
技
お
よ
び
講
義

▼
と　

き　

2
月
2
日
（
木
）

◇
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

◇
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
講
堂

▼
定　

員　

各
回
20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
し
込
み
方
法　

　

福
祉
課
窓
口
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
あ
る
申
込
書
に
記
入
し
、
郵
送
ま

た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
お
送
り
く
だ

さ
い
。
郵
送
の
場
合
は
封
筒
に
「
筆

談
セ
ミ
ナ
ー
申
込
書
」
と
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限　

１
月
20
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

福
祉
課　

福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
１
２
１

　
　
　
　
　
　
　
　

42
‐
５
９
８
７

水
道
メ
ー
タ
ー
点
検

委
託
員
（
委
託
業
務
）

▼
募
集
職
種　

　

水
道
メ
ー
タ
ー
点
検
委
託
員

▼
募
集
人
数　

2
人
程
度

▼
職
務
内
容　

　

米
子
市
内
、
日
吉
津
村
内
お
よ
び

境
港
市
内
の
水
道
メ
ー
タ
ー
の
点
検

お
よ
び
付
随
す
る
業
務
に
従
事
し
ま
す
。

▼
採
用
予
定
日　

３
月
28
日
（
火
）

▼
試
験
日　

１
月
24
日
（
火
）

　

午
前
9
時

▼
募
集
期
間　

　

１
月
４
日
（
水
）
〜
17
日
（
火
）

※
必
要
資
格
や
申
し
込
み
方
法
な
ど
、

　

詳
し
く
は
水
道
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

で
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

　

米
子
市
水
道
局
総
務
課
庶
務
担
当

　
　
　
　
　
　
　

☎
32
‐
６
１
１
６

親
子
サ
ッ
カ
ー
教
室
参
加
者

▼
対　

象　

　

年
少
児
〜
小
学
２
年
生
と
そ
の
保
護
者

▼
と　

き　

1
月
15
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　

（
受
付　

午
前
9
時
30
分
〜
）

▼
と
こ
ろ　

幸
神
体
育
館

▼
準
備
品

　

上
靴
、
運
動
が
で
き
る
服
装
、
タ

オ
ル
、
飲
み
物

▼
参
加
費　

無
料

▼
定　

員　

40
組
（
先
着
順
）

▼
申
込
期
限　

1
月
12
日
（
木
）

▼
問
い
合
わ
せ
先　

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人

　

ウ
ル
ト
ラ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　

☎
57
‐
５
１
７
０

放
送
大
学
４
月
入
学
生

▼
出
願
期
限

◇
第
１
回　

２
月
28
日
（
火
）

◇
第
２
回　

３
月
14
日
（
火
）

　

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
出
願
も
可
）

【
入
学
説
明
会
・
相
談
会
】

▼
と　

き

　

２
月
12
日
（
日
）・
３
月
５
日
（
日
）

　

各
午
前
10
時
〜
・
午
後
２
時
〜

▼
と
こ
ろ

　

放
送
大
学
島
根
学
習
セ
ン
タ
ー

※
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

　

放
送
大
学
島
根
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
８
５
２
‐
28
‐
５
５
０
０

職
業
訓
練

▼
訓
練
科

　

短
期
パ
ソ
コ
ン
基
礎
科

▼
概　

要

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
や
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ナ
ー
、
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル

な
ど
に
関
す
る
知
識
・
技
能
を
習
得

し
ま
す
。

▼
と　

き

　

１
月
23
日（
月
）〜
３
月
22
日（
水
）

▼
と
こ
ろ

　

米
子
情
報
処
理
セ
ン
タ
ー

※
無
料
駐
車
場
あ
り

▼
定　

員　

14
人

▼
募
集
期
限　

　

１
月
10
日
（
火
）
正
午

▼
応
募
資
格　

就
職
希
望
者

▼
受
講
料　

無
料

　

（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は
実
費
）

▼
参　

考

　

雇
用
保
険
の
受
給
資
格
者
が
一
定

の
要
件
を
満
た
せ
ば
、
訓
練
延
長
給

付
や
技
能
習
得
手
当
等
を
受
給
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

※
詳
し
く
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米
子

　

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米
子
（
米
子
公
共

職
業
安
定
所
）　

☎
33
‐
３
９
１
１

妊
活
相
談

【
お
子
さ
ん
を
希
望
さ
れ
る
人
の
相
談
日
】

　

不
妊
・
不
育
治
療
の
内
容
や
費
用
、

市
が
行
う
補
助
制
度
な
ど
、
妊
活
に

関
す
る
内
容
に
つ
い
て
何
で
も
相
談

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
子
育
て
に
関

す
る
こ
と
や
月
経
痛
、
生
理
不
順
な

ど
女
性
に
関
す
る
こ
と
も
無
料
で
相

談
が
で
き
ま
す
の
で
、
ひ
と
り
で
悩

ま
ず
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き　

２
月
７
日
（
火
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー 

▼
相
談
員　

飯
塚
敏
子
さ
ん

　

（
ミ
オ
・
フ
ァ
テ
ィ
リ
テ
ィ
・
ク
リ
ニ
ッ

ク　

助
産
師
・
不
妊
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

※
事
前
予
約
制
に
な
っ
て
い
ま
す
の

　

で
、
当
日
受
付
の
場
合
は
お
時
間

　

を
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
経
済
面
の
サ
ポ
ー
ト
も
し
て
い
ま
す
】

▼
不
妊
治
療
費
等
助
成

◇
対　

象　

　

不
妊
検
査
・
一
般
不
妊
治
療
・
特

　

定
不
妊
治
療

▼
不
育
症
治
療
等
助
成

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課　

保
健
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
４
３

相
談
相
談

FAX
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納
税
相
談

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
を
受
け
た
人
へ
の
猶
予
制
度
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
収
入
が
減
少
し
た
場
合

に
、
無
担
保
・
延
滞
金
な
し
で
納
税

の
猶
予
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

▼
対　

象

　

収
入
が
過
去
３
年
の
う
ち
い
ず
れ

か
１
年
の
同
月
と
比
べ
て
20
％
以
上

減
少
し
て
い
て
、
か
つ
一
時
的
に
納

付
で
き
な
い
人

▼
申
請
対
象

　

令
和
３
年
度
徴
収
猶
予
許
可
分

　

令
和
４
年
度
課
税
分

▼
申
請
期
限　

納
期
限
ま
で

　

詳
し
い
内
容
は
収
税
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
夜
間
の
納
税
相
談
】

　

仕
事
な
ど
で
、
平
日
の
昼
に
市
税

の
納
付
や
相
談
に
来
ら
れ
な
い
と
き

は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き

◇
１
月
31
日
（
火
）

◇
２
月
28
日
（
火
）

　

午
後
５
時
15
分
〜
８
時

▼
と
こ
ろ　

収
税
課
窓
口

▼
取
り
扱
い
税
目

　

個
人
住
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
法

人
市
民
税

※
納
税
通
知
書
な
ど
を
紛
失
し
、
納

　

め
る
金
額
が
わ
か
ら
な
い
と
き
は

　

あ
ら
か
じ
め
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

収
税
課　

滞
納
整
理
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
２
０

よ
な
ご
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
出
張
相
談

　

「
自
分
に
は
ど
ん
な
職
業
が
向
い

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
」「
働
く
た
め

の
一
歩
が
踏
み
出
せ
な
い
」
な
ど
、

今
の
思
い
を
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対　

象

　

お
お
む
ね
15
〜
49
歳
の
お
仕
事
を

探
し
て
い
る
人
や
そ
の
家
族
。

▼
と　

き

　

１
月
13
日
（
金
）・
27
日
（
金
）

　

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

※
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

▼
と
こ
ろ　

市
役
所　

第
７
会
議
室

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

よ
な
ご
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン　
　
　
　

☎
21
‐
５
６
７
８

「
事
業
承
継
を
考
え
る
月
間
」
相
談
会

▼
相
談
内
容

　

親
族
内
承
継
、
従
業
員
承
継
、
第

三
者
承
継
、
経
営
者
保
証
、
後
継
者

人
材
バ
ン
ク
、
事
業
譲
受　

な
ど

▼
と　

き

　

１
月
10
日
（
火
）
〜
27
日
（
金
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
５
時

▼
と
こ
ろ

　

鳥
取
県
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援

セ
ン
タ
ー
西
部
窓
口
（
米
子
商
工
会

議
所
２
階
）

▼
相
談
料　

無
料
（
予
約
制
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援

セ
ン
タ
ー
西
部
窓
口

　
　
　
　
　
　
　

☎
31
‐
４
３
０
３

商
工
会
議
所　

相
談
会

【
経
営
相
談
会
】

▼
相
談
内
容

　

創
業
、
販
路
拡
大
、
Ｉ
Ｔ
活
用
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
、
資
金
繰
り

改
善
、
補
助
金
活
用　

な
ど

▼
と　

き　

１
月
10
日
（
火
）　

　

午
後
１
時
〜
４
時

▼
相
談
員

　

鳥
取
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

【
事
業
承
継　

個
別
相
談
会
】

▼
相
談
内
容

　

事
業
承
継
に
関
す
る
こ
と

▼
と　

き　

１
月
19
日
（
木
）

　

午
後
１
時
〜
４
時

▼
相
談
員　

田
原
明
夫
さ
ん

　

（
中
小
企
業
診
断
士
）

【
共
通
事
項
】

▼
と
こ
ろ

　

境
港
商
工
会
議
所　

２
階
相
談
室

※
事
前
予
約
制
（
先
着
順
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
商
工
会
議
所　

相
談
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
44
‐
１
１
１
１

県立境港ハローワーク境港

informationinformation

ふるさとハローワーク境港
～お仕事さがしも雇用保険の受給もワンストップ～

　「ふるさとハローワーク境港」は、境港市と国・鳥取

労働局・米子公共職業安定所が一体的に連携して運営す

る、境港の市民と事業所のためのサービス施設です。

【求職者のみなさまへの支援業務】

◇雇用保険の受給に関する相談、受給の手続き

　（毎週火・金曜の午前10時～午後３時のみ）

◇職業相談・職業紹介

◇応募書類（履歴書、職務経歴書など）の作成支援

◇面接練習（自己ＰＲなどのアドバイス、模擬面接など）

◇就職活動に役立つ内容の「応援セミナー」の開催

【事業所のみなさまへの支援業務】

◇求人の申し込みの受付、ハローワーク米子への取次

◇人材確保のためのご相談

◇雇用保険関係書類のハローワーク米子への取次

【問い合わせ先】

　ふるさとハローワーク境港（市役所別館１階）

☎４４ー１７３３

【出張！お仕事相談会 inみなとテラス】

▼と　き　１月２１日（土）午前１０時～午後４時

▼ところ　市民交流センター　１階エントランス

▼申込期限　１月１７日（火）

イベントホームページ

【子育て応援！お仕事相談会 inみなとテラス】

▼と　き　２月８日（水）午前１０時～正午

▼ところ　市民交流センター　２階大会議室

▼参加企業　５社程度を予定

イベントホームページ

【問い合わせ先】

　県立境港ハローワーク　☎４４ー３３９５

イベント詳細、事前予約の方法

などの情報が確認できます。

参加企業名、求人職種などのイ

ベント詳細は、１月中旬以降に

順次掲載します。
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聖心幼稚園 にこにこひろば

▼対　象　未就園児・在園児親子

【園庭開放】

▼と　き　◇平　日　午前１０時～正午

　　　　　◇土曜日　午前９時～正午

※マスクの着用（大人のみ）をお願いします。

▼問い合わせ先　聖心幼稚園　☎４２－２０４０

きらきら・ひまわり情報
【おおきくなったね！＆親子はみがき教室】※要予約

１月生まれの誕生会、歯科衛生士のお話、身体測定など

▼対　象　乳幼児と保護者

▼と　き　１月２４日（火）

　　　　　午前１０時３０分～１１時３０分

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼定　員　おおきくなったね！１３組

　　　　　親子はみがき教室　１５組

　　　　　（歯ブラシ、コップ、手拭きタオルが必要）

▼申込期間　１月４日（水）～２０日（金）

【0歳さんあつまれ～！】※要予約

親子で音あそびを楽しみましょう。

▼対　象　満１歳までの親子

▼と　き　１月３０日（月）、３１日（火）

　　　　　午前１０時３０分～１１時３０分

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼定　員　各日１５組

▼申込期間　１月４日（水）～２５日（水）

【まめまき集会】※要予約

▼対　象　乳幼児と保護者

▼と　き　２月３日（金）

　　　　　午前１０時３０分～１１時３０分

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼定　員　１５組

▼申込期間　１月４日（水）～２月１日（水）

【きらきらタイム】

▼と　き　毎週木曜日　午前１０時４５分～

▼ところ　こども支援センター「きらきら」

【ひまわりタイム】

▼と　き　毎週火曜日　午前１０時３０分～

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼申し込み・問い合わせ先

　こども支援センター　「きらきら」　　☎４５－０１１６

　地域子育て支援センター「ひまわり」☎２１－８１０３

認定こども園　美哉幼稚園　びさい交流会
【園庭開放】

▼と　き　平日の午前中

※事前の検温と、マスクの着用（大人のみ）をお願いします。

▼問い合わせ先　美哉幼稚園　☎４２－２８３９

子育て
ひろば

　内容についての詳細は、各施設に直接お問い合わせ

ください。

　記事中に特に明記がない場合、会場は問い合わせ先

と同じです。

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点か

ら、掲載しているイベントや行事などが急遽中止や延

期となる場合があります。

　詳しくは、記載の問い合わせ先へご確認ください。

子どもわいわいカーニバル

▼と　き　２月２３日（木・祝）午前１０時～午後１時

▼ところ　市民交流センター　エントランス

【「子どもフリマ」出店者募集】

　午前１０時～正午

▼対　象　小学生（３年生以下は保護者同伴）で、事前説

　明のやりとりが必ずできる人

▼定　員　１０組　 ▼出店料　１店舗３００円

▼申込期限　1月３１日（火）

▼申し込み・問い合わせ先

　境港親と子どもの劇場事務局

　☎０８０－２９０２－５５３３

すまいる　育成保育園
【バランスボールエクササイズ】※要予約

▼対　象　未就園児親子、保護者のみ

▼と　き　１月２５日（水）

　　　　　午前１０時～１１時

▼講　師　安田美雪さん（産後指導士）

▼定　員　５人

※来園の際は、新型コロナウイルス感染症対策にご協

　力をお願いします。

▼問い合わせ先

　育成保育園　☎４４－１９５８

　公式ＬＩＮＥ ＩＤ ＠３６２ｙｇｐｒａ

市報さかいみなと　28



おむつ利用券のご案内
　１歳未満のお子さんを対象に、３カ月ごとにおむつ

利用券（１回の申請につき３０００円分）を交付して

います。今月の対象者は下記のとおりです。

※お子さんの誕生月が令和４年２月、５月、８月の人は、

　１月３１日（火）が申請期限ですので、ご注意くだ

　さい。

　また、令和４年６月生まれのお子さんの場合は、

　６カ月児健康診査の時にも申請できます。

▼申請に必要なもの　◇母子手帳

　　　　　　　　　　◇印章（初回の人のみ）

▼申請・問い合わせ先

　子育て支援課　育児支援係　☎４７－１０７７

お子さんの誕生月 参　考

１回目 令和４年８月～１０月 出生月の３～５カ月後

２回目 令和4年５月～７月 出生月の６～８カ月後

３回目 令和4年２月～４月 出生月の９～１１カ月後

☆おはなし広場 絵本やお話を楽しみませんか。

▼問い合わせ先　生涯学習課　生涯学習係　☎４７－１０９１

内　容 と　き ところ

絵本とおはなしの部屋
（おはなしポケットの会）

毎月第１土曜日 14：00～ 15：00 市民図書館

毎月第３金曜日 10：45～ 11：20 地域子育て支援センター「ひまわり」

絵本と紙しばいを楽しむ会
（朗読なぎさ会）

毎月第２土曜日 14：00～ 15：00 市民図書館

毎月第１金曜日 10：45～ 11：20 地域子育て支援センター「ひまわり」

おしゃべりたんぽぽおはなし会
（おしゃべりたんぽぽ）

毎月第３土曜日 14：00～ 15：00 市民図書館

毎月第４金曜日

10：45～ 11：20 地域子育て支援センター「ひまわり」親子で絵本を楽しむ会
（境港親と子どもの劇場）

毎週水曜日

☆乳幼児健康診査・相談の日程
内　容 と　き 対　象 ところ・問い合わせ先

６カ月児
健康診査

  1月31日（火）

　12：30 ～ 13：45 の 間で、
時間差で少人数ずつ行います。
　詳しい時間については、別途
対象者へ郵送でお知らせします。

令和4年　6月生まれの乳児

健康推進課  保健係
　☎47－ 1042

※母子健康手帳を
　持参してください
　（妊活相談を除く）

ところ
　保健相談センター

  2月21日（火） 令和4年　7月生まれの乳児

１歳６カ月児
健康診査

  1月25日（水） 令和3年　6月生まれの幼児

  2月22日（水） 令和3年　7月生まれの幼児

３歳児
健康診査

  1月19日（木） 令和元年10月生まれの幼児

  2 月  9 日（木） 令和元年11月生まれの幼児

妊産婦・乳幼児
健康相談

  2 月  7 日（火）

9：30～正午
　　　　　の間で予約制で実施 妊産婦・乳幼児と保護者

※事前にお申し込みください離乳食講習会
（５～８カ月児）10：00～
（９カ月～１歳６カ月児）11：00～
　　　　　　　の予約制で実施

妊活相談   2 月  7 日（火）9：30～ 11：30 お子さんを希望する人

子育て相談

毎日　8：30～ 17：15
※こども支援センター「きらきら」は、
　土・日曜日・祝祭日を除く
※地域子育て支援センター「ひまわり」は、
　木曜日を除く

乳幼児と保護者

「きらきら」

　☎45－ 0116

「ひまわり」

　☎21－ 8103

ようこそ♡あかちゃん教室

▼対　象　妊娠中の人とそのパートナー

　　　　　妊婦さんお一人の参加もＯＫ

▼と　き　１月２８日（土）

　　　　　午前１０時～１１時３０分

　　　　　※要予約

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼主な内容　

◇赤ちゃんのお風呂

◇妊婦体験

◇絵本の読み聞かせ

▼申込期限　１月２３日（月）

※託児もあります。申し込みの時にお知らせください。

※新型コロナウイルス感染防止のため、マスク着用で

　ご参加ください。体調不良の場合は、参加の見合わ

　せをお願いします。

▼申し込み・問い合わせ先

　健康推進課　保健係　☎４７－１０４２

29　令和５年１月



お忘れなく！
 市県民税（４期）　　　　　　　　国民健康保険税（７期）
 後期高齢者医療保険料（７期）　　介護保険料（５期）
　　　　　　　　　　　　　　　の納期限は １月３１日（火） です
・便利な口座振替をご利用ください
・納期限内に納付がない場合、納期限後２０日以内に督促状を発送します

図 書 館 に 行 こ う ！図 書 館 に 行 こ う ！

　図書館関連 催し物
と　き 催事名 ところ 時　間 入場料・参加費

  1 月 21日（土）

  2 月 4日（土）
古典講座「みんなで楽しく『万葉集』を読もう」 上道公民館 14:00～ 無　料

  1 月 28日（土） 図書館で英語多読教室 市民図書館 15:30～ 16:30 無　料

今月の新規図書

【一般書】

◇失われゆく国鉄名場面（「旅と鉄道」編集部）

◇掌に眠る舞台　　　　　　　　　（小川洋子）

◇ひとり広報　　　　　　　　　（北野由佳理）

◇６０歳からの疲れない家事　　　（本間朝子）

◇外国人の子育て支援　　　　　（南野奈津子）

◇世界一やさしいブラックホールの話（大須賀健）

【児童書】

◇ノラネコぐんだんうみのたび　（工藤ノリコ）

◇りんごのまほう　　　　　　（うえだしげこ）

◇ぼくだけのこと　　　　　　　　　（森絵都）

◇一撃をねらえ！　　　　　　　（あさだりん）

◇太陽と月　　　　　　　　　（はらだみずき）

◇ハコフグのねがい　　　　　　（さかなクン）

☆貸出冊数・期間　　　１人10冊・２週間

【年始め恒例の図書館の“本の福袋”いかがですか】

　1つの袋の中に、テーマごとに本が3冊入っています。

ただし、どんな本が入っているかは、袋を開けてからの

お楽しみです。昨年1月は、「新年から愚痴」「鎌倉殿

の13人」「おそれのない組織」などさまざまなジャン

ルのテーマの福袋が並びました。毎年「普段なら選ばな

いテーマの本だったので新鮮だった。」など好評です。

【県立図書館とのつながり】

　図書館内ではさまざまな特別展示をしています。その

展示内容の幅を広げたり、深めたりするのは、やはり本

がもつ力です。市民図書館だけでは足りない時には県立

図書館から本を借りています。

　県立図書館には、利用者の皆さんのリクエストに応え

てもらうだけでなく、市民図書館も支援してもらってい

ます。
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市民図書館　☎４７－１０９９

◆開館時間　　　　　　　　　　　◆ホームページ

午前９時３０分～午後６時３０分

　【土・日・祝日は午後６時閉館】

◆休館日　毎月第２木曜日・月末

新刊続々　～絶賛貸し出し中～

【録音図書をご利用ください】

　市民図書館は、「サピエ」に加入しており、サピエ図

書館からダウンロードした「録音図書」（録音図書再生

機やＣＤ、ＳＤカードなど）を、一人10作品まで2

週間借りることができます。利用者には大変好評です。

ぜひご活用ください。

※「サピエ」とは、視覚障がい者を始め、活字を読むこ

とが困難な人に、様々な情報を点字、音声データなどで

提供するネットワークのことです。

市報さかいみなと　30



－境港市の人口－
　　男　：15,966人（△ 25）
　　　女　：17,027人（△ 34）
　　合　計：32,993人（△ 59）
　　世帯数：15,408世帯（△8）

　※令和4年 11月末現在（）内は前月比

　※数値は外国人住民を含みます
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市 民 憲 章

防災行政無線が聞き取りにくいときは

　　テレフォンサービスをご利用ください！

☎０１２０－４４５－０４０
　　　　　　　　　　　（フリーダイヤル）

～市の花・市の木～

きく くろまつ

相談内容 と　き ところ・問い合わせ先

人　権　相　談
　１月１２日（木）
　２月　９日（木）

13：00～ 16：00
老人福祉センター（浜の里）
（問）鳥取地方法務局米子支局
　☎２２－６１６１

行　政　相　談
　１月１３日（金）
　２月１０日（金）

13：30～ 15：30

老人福祉センター（浜の里）
（問）鳥取行政監視
　　行政相談センター
☎０８５７－２４－５５４１

法　律　相　談
（司法書士による）

　１月１１日（水）
　２月　８日（水）

13：30～ 15：00
老人福祉センター（浜の里）
（問）社会福祉協議会
　☎４５－６１１６
※法律相談は予約が必
　要です（初回優先）

法　律　相　談
（弁護士による）

　１月　６日（金）
　１月２０日（金）
　２月１０日（金）

13：30～ 15：30

福　祉　相　談 随時相談受付  8：30～ 17：00

法　律　相　談
（相続、不動産、
多重債務など）

　１月１１日（水） 14：00～ 16：00

米子コンベンションセンター
（問）鳥取県司法書士会
☎０８５７－２４－７０２４
※要予約

多重債務・法律
相  談  会

　１月１９日（木） 13：30～ 15：00

米子コンベンションセンター
（問）市消費生活相談室
　☎４７－１１０６
※要予約

相続・遺言相談
　１月１０日（火）
　２月１４日（火）

10：30～ 12：30

老人福祉センター ( 浜の里 )
（問）鳥取県行政書士会
☎０８５７－２４－２７４４
※要予約

家庭児童相談 月～金曜日  8：30～ 17：15
子育て支援課育児支援係
　☎４７－１０７７

青少年相談 月～金曜日  8：30～ 17：00
青少年育成センター
　☎５７－５６７７

こころの相談
カウンセリング

　１月２３日（月） 13：00～ 15：00
健康推進課保健係
　☎４７－１０４３
※要予約

Ｄ　Ｖ　相　談

◇鳥取県西部総合事務所　地域福祉課　☎３１－９３０４
　受付時間：月～金曜日8：30～ 17：15※緊急の場合にも対応
◇夜間休日電話相談窓口　☎０８５８－２６－９８０７
受付時間：夜間（毎日17：15～ 8：30）、土日祝（8：30～ 17：15）

年金ダイヤル

ねんきんダイヤル（一般的な年金相談）
　☎０５７０－０５－１１６５
（月曜日8：30～ 19：00、 火～金曜日8：30～ 17：15、
  第２土曜日9：30～ 16：00）

予約受付専用電話（来訪相談のご予約）
　☎０５７０－０５－４８９０　（月～金曜日8：30～ 17：15）

（祝日は除く）くらしの相談日くらしの相談日

と　き 催事名 ところ 時　間 問い合わせ先 入場料・参加費

開催中
～1月 30日（月）

橋本興家版画展　年賀状と富士
海とくらし
の史料館

9:30～ 17:00
海とくらしの史料館    
☎ 44－ 2000

大人 410円
小中高校生100円
幼児・70歳以上無料

1月 26日（木）
シンフォニー・アナログ・レコード鑑賞会
「矢野顕子～ごはんができたよ～」

文化ホール 14:00 ～ 15:20
境港市文化振興財団    
☎ 44－ 1000

無　料

文化 施 設 催し 物 スケ ジュール文化 施 設 催し 物 スケ ジュール

31　令和５年１月



LINE始めました！
友だち募集中！
＠sakaiminato.city
QRコードまたは

ID検索で追加できます
FAX

よくある定型的なお問い合わせに、ＡＩ（人工知能）チャットボットがお答えします。

　インターネット上でのお問い合わせに対し、あらかじめ登録した回答を自動的に表示します。

　少しずつ回答できる質問が増えていくよう学習していきますので、こちらもお試しください。

今月の

げんきちゃん
みんな 元気い

っぱい

すくすく育って
ね☆

市ホームページの応募フォーム
からご応募ください
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市役所へのお問い合わせは…
　市役所のどこへ問い合わせたらよいかわからない場合、

お気軽に下記の連絡先にご連絡ください。

　ご用件をお伺いし、担当部署へおつなぎします。

代表電話番号

　☎０８５９－４４－２１１１

代表ファクシミリ番号

　　０８５９－４４－３００１

1

1

2

3

4

5

6A

宍
ししど

戸 美
み こ

瑚 ちゃん

（令和4年11月5日生）（馬場崎町）

≪お子さんへのメッセージ≫ 

ママの元へきてくれてありがとう。

元気にすくすく育ってね！

松
まつもと

本 悠
ゆうせい

誠 ちゃん

（令和３年１２月２日生）（夕日ヶ丘１丁目）

≪お子さんへのメッセージ≫ 

食べることが大好きな悠誠☆

たくさん食べて大きくなあれ♪


